
令和５年度第２回地方創生推進会議

日時 令和６年３月２７日（水）

午後７時～午後８時００分

場所 琴浦町本庁舎 第１会議室

１ 協議事項

（１）第２期琴浦町まち・ひと・しごと創生総合戦略について

・第２期総合戦略実施状況

別紙｢第２期総合戦略の検証｣のとおり

・令和５年推進交付金事業の実施状況

別紙｢R05 推進交付金事業報告【R6 年 3 月末現在】｣のとおり

※具体的検証については、来年度戦略策定と併せて実施

令和６年度はデジタル実装タイプ３件申請

（２）第２期琴浦町まち・ひと・しごと創生戦略の軽微変更について

・別紙のとおり

※デジタル分野を追記

（３）その他

・デジタル田園都市国家構想総合戦略策定について

※令和６年度に策定を実施
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第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略に基づく取組みの成果

琴浦町企画政策課

令和２年３月に策定した「第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略」に基づき、地方創生

の実現に向けて取り組みましたので、その４年目（令和５年度末見込）の成果を報告します。

【総括】

○第２期総合戦略で掲げた取組みは、いまだ新型コロナウイルス感染症の影響が見られるも

のの、概ね順調に進捗しています。

○令和５年度は、子育て教育・経済産業・観光交流分野についてはコロナ禍の影響が緩和さ

れ、目標達成には至っていないものの回復傾向が見られます。

○一方、関係定着については社会人口減に歯止めがかからない現状は変わっておらず、引き

続き町外流出の抑制、移住者確保の取り組みが求められます。

○令和６年度には、第２期戦略全体の検証と合わせ、オンラインプラットフォームを活用し

広く住民意見を求めることで、より実効性のある令和７年度から始まる「デジタル田園都

市国家構想総合戦略」策定を進めていきます。

（１）数値目標の達成状況

基本目標 数値目標 単位 基準値(R1) 実績(R5見込) 目標値(R6) 備考 備考
子育て
教育

合計特殊出生率
(R1からR5年までの平均値)

人
1.73

（H29実績）
1.61 1.80 

介護を要する期間
(平均寿命－健康寿命)

の短縮 男性0.5年短縮
年

2.1
（R1実績）

2.3 1.6

介護を要する期間
(平均寿命－健康寿命)

の短縮 女性0.5年短縮
年

4.4
（R1実績）

4.7 3.9

町内企業就職者数
(R2～R6年の累計)

人
1,135

（Ｈ27～R1実績）
795 1,135

農林水産業の新規就業者数
(R2～R6の累計)

人
34

（H27～R1実績）
30 30

観光入込客数 人
683,000

（R1実績）
837,705 900,000

観光分野における新規事業等で
の雇用創出数

(R2～R6年度の累計)
人 ー 5 10

人口社会減の人数
(R2～R6年の累計)

人
307人

(H27～R1の累計）
集計中 △200

IJUターン者数の人数 人
703人

(H26～H30の累計）
集計中 750 R4:435

健康
活力

増加はマイ
ナス評価

増加はマイ
ナス評価

経済
産業

観光
交流

関係
定着
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第2期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略 数値目標による検証

数値目標 単位 基準値(R1) 値 R2 R3 R4 R5 R6(最終)
達成（または未

達成）理由

担当課による考察
（次期戦略での対応

施策）
関連する具体的な施策 備考 担当課

目標 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80 

実績
1.73
(R1)

1.39
(R2)

1.57
(R3)

1.61
(R4)

目標 2 1.9 1.8 1.7 1.6

実績 2 2.6 2.2
2.3

（R6.1月
末現在）

目標 4.3 4.2 4.1 4 3.9

実績 4.4 5.6 4.5 
4.7

（R6.1月
末現在）

目標 227 454 681 908 1,135

実績 189 416 607 795

目標 6 12 18 24 30

実績 7 14 22 30

目標 726,400 769,800 813,200 856,600 900,000

実績 578,554 526,725 690,448 837,705

目標 2 4 6 8 10

実績 2 4 5 5

目標 - - - - △200

実績 △99
累計△243
R3△144

累計△
337

R4△94
未確定

目標 150 300 450 600 750

実績
114

R2:114
累計265
R3:151

累計435
R4:170

未確定

基本目標

子育て
教育

安心して生み育て
ることができる環
境を守り、ふるさ
とを誇りに思う教

育を進める

合計特殊出生率
(R1からR5年までの平均値)

人
1.73

（H29実
績）

R2はコロナ禍の
影響で減少した
が、R3、R4は増
加傾向にある。
目標値に達しな
い理由としては
多様な生き方な
どの影響も考え
られる。

妊娠、出産、子育て
が安心してできるよ
う、経済的支援や子
育て支援の制度・サ
ポートは今後も継
続・充実を図ってい
く。

妊娠・出産・子育てを支
える環境づくり

都道府県の速報
値は毎年6月頃
に公表。市町村
の数値は翌年春
頃に公表。

子育て応援課

健康
活力

全世代が活躍する
健康寿命日本一の

まちを目指す

介護を要する期間
(平均寿命－健康寿命)

の短縮 男性0.5年短縮
年

2.1
（R1実

績）

未達成の理由と
して、コロナ禍
で外出自粛や事
業の中止、地域
交流の機会が減
少したことがあ
げられる。ま
た、自宅に閉じ
こもることで、
運動不足による
身体機能の低下
や精神的な落ち
込みを感じる人
が増えたことも
影響していると
考える。

令和5年5月にコロナ
感染症が5類感染症に
移行したため、令和
６年度からは、健康
で、自立した生活を
おくるため、引き続
き医療・介護・運
動・社会参加や健康
づくりなど関係課や
地域団体等と連携
し、健康増進や介護
予防につながる取組
みを推進していく。

新時代の健康づくり
運動・食生活改善・社会
参加の推進

増加はマイナス
評価

すこやか健康課

介護を要する期間
(平均寿命－健康寿命)

の短縮 女性0.5年短縮
年

4.4
（R1実

績）

未達成の理由と
して、コロナ禍
で外出自粛や事
業の中止、地域
交流の機会が減
少したことがあ
げられる。ま
た、自宅に閉じ
こもることで、
運動不足による
身体機能の低下
や精神的な落ち
込みを感じる人
が増えたことも
影響していると
考える。

令和5年5月にコロナ
感染症が5類感染症に
移行したため、令和
６年度からは、健康
で、自立した生活を
おくるため、引き続
き医療・介護・運
動・社会参加や健康
づくりなど関係課や
地域団体等と連携
し、健康増進や介護
予防につながる取組
みを推進していく。

新時代の健康づくり
運動・食生活改善・社会
参加の推進

増加はマイナス
評価

経済
産業

産業振興を図り、
持続可能な地域経
済の好循環を実現

する

町内企業就職者数
(R2～R6年度の累計)

人
1,135

（Ｈ27～
R1実績）

求職者と求人側
のミスマッチが
解消されず、目
標に近づけな
かった。

企業の採用力向上と
就労のミスマッチ解
消の取組強化を図
る。

多様な働き方・雇用対策
の推進

商工観光課

農林水産業の新規就業者数
(R2～R6の累計)

人
34

（H27～
R1実績）

新規就業者への
研修支援や経済
的負担の軽減を
実施

退職者等のあらたな
就農希望者の支援や
農業研修事業の拡充
を図る

農林水産分野への未来技
術の活用と担い手、新規
就業者の育成

農林水産課

観光
交流

人を地域の中に呼
び込み観光を展開
し、町産業全体の
活性化につなげる

観光入込客数 人
683,000
（R1実

績）

未達ではあるがｱ
ﾌﾀｰｺﾛﾅに伴い、
目標値にかなり
近づいている。

ｱﾌﾀｰｺﾛﾅで入込客が回
復傾向である。道の
駅等のﾊｰﾄﾞ整備が完
了し、今後はｲﾝﾊﾞｳﾝ
ﾄﾞ誘客対策等を強化
する。

道の駅を核として町内周
遊を促進

商工観光課

観光分野における新規事業
等での雇用創出数

(R2～R6年度の累計)
人 ー

一向平ｷｬﾝﾌﾟ場で
の新たな地元雇
用があったもの
の多数の雇用創
出とはなってい
ない。

今後も地元雇用の強
化を図る。

アウトドア観光の充実に
伴う雇用の確保

商工観光課

関係
定着

暮らし続けること
ができるまち、そ
して選ばれるまち

をつくる

人口社会減の人数
(R2～R6年の累計)

人
307人

(H27～R1
の累計）

社会現象として
人口減に歯止め
がかからない状
況が続いている
が、R4年度は転
入者が増加し減
少が緩やかに
なった。

今後も移住施策の充
実を継続する。ま
た、町内での住宅建
築に対する助成を新
設し町内での定住を
促進することで、町
外流出を抑制する。

暮らし続けることのでき
る地域づくり

企画政策課

IJUターン者数の人数 人

703人
(H26～

H30の累
計）

R2はコロナ禍に
よりIJUターン者
数が伸び悩んで
いたが、宝島社
「住みたい田舎
ベストランキン
グ」をはじめと
するＰＲ戦略に
よりR3,R4は増
加傾向にある。

移住者増加の傾向を
継続するため対外Ｐ
Ｒを継続するととも
に、補助制度の見直
しを行う。

移住・定住の促進 企画政策課
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第2期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略 重点業績評価指標（KPI）による検証

基本目標① 【子育て・教育】安心して生み育てることができる環境を守り、ふるさとを誇りに思う教育を進める

施策 KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

11.0 10.2 9.4 8.8 8.2

実績

12.5 5.4 6.5

4.8
（アンケー
ト7回のうち

6回分）
目標

115 230 345 460 575

○妊娠期からの継続したサポート
妊産婦や保護者等の相談に対応し、必要な支援の調整
や関係機関との連携を図り、妊娠期から出産・子育て
期にわたる切れ目ない伴走型相談支援を行った。

実績

113 (R1)
207

〔94(R2)〕
312

〔105(R3)〕
396

〔84(R4)〕

○不妊治療費・不育症治療費助成事業
R4年4月から不妊治療の一部が保険適用となり、保険
診療と併用される先進医療や自費診療分について費用
の一部の助成を行った。保険適用となったことで申請
数は例年より減っている。

目標

70.0 71.0 72.0 73.0 74.0

実績

73.1 72.9 67.6

73.5
（アンケー
ト7回のうち

6回分）

目標

72 74 76 78 80

実績

73 74 73
77

（R6.2月末現
在）

目標
30 55 75 100 100

実績
98 100 100 100

目標

56.0 60.0 65.0 70.0 70.0

実績

35.6 24.1 35.7
51.1

①妊娠・出産・
子育てを支える

環境づくり

育児に対する強いストレス
や悩みを感じる人の割合

8.20% 11.8％(H30) ○妊娠期からの継続したサポート
妊産婦や保護者等の相談に対応し、必要な支援の調整
や関係機関との連携を図り、妊娠期から出産・子育て
期にわたる切れ目ない伴走型相談支援を行った。

伴走型相談支援による早期
からの支援や、多機関と連
携しながら様々な事業で子
ども・保護者の育児・発達
支援が図れた。

妊娠期から出産・子育て期
にわたる切れ目ない伴走型
相談支援の継続と体制拡
充。

子育て応援課

出生数
(R1～R5までの累計数)

575人 595人 多様な価値観、生き方など
の影響などが考えられる。

妊娠・出産を望む人たちの
不安や悩みに対して適切な
相談機関等の情報提供を
行ったり、妊娠届出時から
産前・産後も切れ目ない相
談支援や育児支援を行う。
また、不妊・不育治療にか
かる費用を助成し、経済的
支援を図る。

子育て応援課

②安心して働く
ための環境づく

り

この地域で子育てをしてい
きたい人の割合

74.00% 68.90% ○妊娠期からの継続したサポート
妊産婦や保護者等の相談に対応し、必要な支援の調整
や関係機関との連携を図り、妊娠期から出産・子育て
期にわたる切れ目ない伴走型相談支援を行った。

各種事業や随時の相談・訪
問等により、妊娠期からの
切れ目ない支援を継続して
行うことにより成果が出て
いると思われる。

妊娠期から出産・子育て期
にわたる切れ目ない伴走型
相談支援の継続、支援のあ
り方や育児環境について保
護者のニーズとマッチして
いるのか再考しながら体制
拡充していく。

子育て応援課

ファミリーサポートセン
ター提供会員登録者の人数

80人 69人 ○ファミサポ事業の広報
提供会員の広報を目的に、母子保健事業に来られるボ
ランティアを中心に個別の事業広報を行った。

児童クラブ終了後の預りの
需要が多く提供会員は若干
増加しているが、母子保健
事業に来られるボランティ
アを中心に個別の事業広報
を行った際には提供会員の
入会には結びつかなかっ
た。

広報活動を継続し、特に個
別の広報活動に力点を置
く。

子育て応援課

③｢誰一人取り残
さない｣質の高い

教育の実現

教員が教科指導でICT (情
報端末、大型提示装置、デ
ジタル教科書)を日常的に
活用する割合

100% － 琴浦町教員向け研修会の実施
 町内の小中学校教員に対しICT活用スキルアップ研修を
行った。

①授業におけるICT機器の
活用
②全ての教員がICT機器を
活用している

計画どおり実施できた。 ICT機器の活用について、
苦手な教員もまだまだいる
ため、引き続き支援をして
いく必要がある。

教育総務課

実用英語技能検定３級レベ
ル
(CEFR A1)の中学３年生の
割合

70% 56% 琴浦町中学生英語検定料補助金による英検受験の促進 助成制度や英検の有用性等
を広報した。昨年度より数
値は上がってきているが、
実用英語技術検定３級レベ
ルの中学３年生の目標達成
数値に満たなかった。

受験者へ英検の助成制度、
英検に対する有用性を学校
を通じて広報していく。

教育総務課
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施策 KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

ー ー 40.0 42.0 44.0

実績

ー ー 34.6 60.3

目標

- - 2 7 7

実績

- - 2 7

目標

45,000 50,000 55,000 60,000 60,000

実績

33,449 34,433 35,427
32,241

(R6.2末）

目標

57,000 57,000 57,000 58,000 60,000

実績

49,083 59,433 60,987 66,811

④ふるさとを誇
りに思う教育の

推進

地域や社会をよくするため
に何をすべきか考えること
がある生徒の割合

44％(R6) 40％(R４) ○琴浦こども塾
事業概要：地域の自然、歴史文化などを体験して学ぶ
事業。
○ことうらキッズコンサート
小学生を対象に、地域の音楽家による楽器演奏体験付
きコンサート
○文化財の公開活用団体の活動支援（補助金・講師派
遣等）

○琴浦こども塾は、琴浦子
ども塾運営委員会に委託
し、論語を柱とした学びや
町内での体験活動、礼儀作
法などを通じたふるさと教
育を年間19回実施し、子
どもたちに様々な学びの機
会を提供することができ
た。
○ことうらキッズコンサー
トでは公益財団法人鳥取県
文化振興財団と連携し、バ
イオリンやチェロの演奏体
験のほか、鳥取県出身の音
楽家による演奏会の実施な
ど音楽に触れる機会を提供
することができた。
○文化財の公開活用団体の
活動支援では、年２回の特
別公開を中心に、通常の公
開活動、調査研究、情報発
信等の支援を行い、地域の
団体の主体的な取組を支援
することができた。

引き続き事業を継続し、地
域のこどもや大人たちがふ
るさとを誇りに感じる取組
みを推進していく。

社会教育課

コミュニティ・スクールの
取り組み校数

町内すべての
小・中学校(R6)

ー コミュニティ・スクール推進事業 令和４年度中に先行実施の
２校に加え、他の５校につ
いても学校運営協議会制度
を取り入れることができ
た。

特記事項なし 学校と地域が目標を共有
し、互いに協働して、地域
とともにある学校づくり、
学校を核とした地域づくり
を行う体制づくりを進めて
いくことが必要である。

教育総務課

⑤地域を支える
人材の育成と環

境整備

図書館本館の年間利用者数 60,000人(R6) 46,000人(H30) 図書資料の整備、提供事業
・住民ニーズに合わせた図書の整備
・魅力ある書架作りの実施
・中高生コーナーの拡充
人と本をつなぐきっかけづくり
・こども園や小学校などへ団体貸出の実施
・ブックスタート事業
・読書週間等各種イベントの実施
・図書館講座の実施
第３次琴浦町子ども読書活動推進計画の策定

新たな利用者層拡大に向
け、中高生を対象としたイ
ベントや男女共同参画を配
慮した講座を実施したが、
目標値の達成にはいたらな
かった。
館内の閲覧席を平常時に戻
したが、利用は微増に留
まっている。

①コロナ禍で控えていたイ
ベントを再開してはいる
が、感染症に配慮しながら
の実施のため、大量の集客
にはつながっていない。
②魅力あるイベントを企
画、実施していく。

社会教育課

東伯総合公園の年間利用者
数

60,000人(R6) 56,629人(H30) ①トレーニングルームの充実

②子ども向けのスポーツ教室の実施

③ウォーキング事業の推進

①ニーズに応じた運動プロ
グラムを利用者に提供し運
動習慣の定着に繋がった。
②野球、卓球、テニス、ソ
フトテニス、柔道、
陸上、水泳、サッカーの各
教室を実施した。
③朝さんぽ（45回、615
人）、昼さんぽ（13回、
173人）

①谷川コンディショニング
コーディネーターを講師に
スポーツ少年団（ソフトテ
ニス）陸上教室、その他公
民館や女性団体等の活動に
運動指導を行った。

社会教育課
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基本目標② 【健康・活力】全世代が活躍する健康寿命日本一のまちを目指す

施策 KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

77.92 78.12 78.32 78.52 78.72

実績

77.76 77.11 77.64
77.54

(R6.1月末現
在）

目標

83.07 83.27 83.47 83.67 83.87

実績

82.81 81.56 82.70 
82.58

(R6.1月末現
在）

目標

47.0 52.0 57.0 60.0 60.0

実績

34.8 37.2 35.2

26.6
(R5.11月末現
在）確定9月

頃

目標

48.8 51.6 54.4 57.2 60.0

実績

48.8 46.5 46.3 49.6

目標

40.0 - - 50.0 -

実績

34.8 - 54.8 - -

①新時代の健康
づくり

健康寿命の数値（男性） 78.72歳(R6) 77.72歳(R1) ①鳥取県中部歯科医師会との連携による歯科保健事業
中部歯科衛生士会より講師を派遣していただき、歯の
健康についての教室を実施した。（２事業所）
②健康経営の普及促進
7月に町内事業所対象の研修会で健康経営モデル事業
の紹介を行った。また、協会けんぽの「健康づくり宣
言」をしている町内事業所に事業のチラシを送付し周
知を行った。
３月に、商工会理事会で健康経営の取組みや補助事
業、事業所の健康教室について説明を行う。

①健康経営の普及促進
②事業所に、あらゆる方法
で周知等行ったが、健康経
営の取組みには繋がらな
かった。

①コロナ禍で外出自粛傾向
だったため、事業や活動が
出来なかった。
②健康寿命延伸を目指すた
め、引き続き医療・介護・
運動・健康づくり事業など
関係課や地域団体等と連携
して取組んで行く。

すこやか健康課

健康寿命の数値（女性） 83.87歳(R6) 82.87歳(R1)

①鳥取県中部歯科医師会との連携による歯科保健事業
中部歯科衛生士会より講師を派遣していただき、歯の
健康についての教室を実施した。（２事業所）
②健康経営の普及促進
7月に町内事業所対象の研修会で健康経営モデル事業
の紹介を行った。また、協会けんぽの「健康づくり宣
言」をしている町内事業所に事業のチラシを送付し周
知を行った。
３月に、商工会理事会で健康経営の取組みや補助事
業、事業所の健康教室について説明を行う。

①健康経営の普及促進
②事業所に、あらゆる方法
で周知等行ったが、健康経
営の取組みには繋がらな
かった。

①コロナ禍で外出自粛傾向
だったため、事業や活動が
出来なかった。
②健康寿命延伸を目指すた
め、引き続き医療・介護・
運動・健康づくり事業など
関係課や地域団体等と連携
して取組んで行く。

すこやか健康課

国保特定健診受診率 60.0％(R5) 37.9％(H30) ①健診受診率の向上の仕組みづくり
②ＡＩを活用し、一人一人の個性に合わせたタイプ別
の受診勧奨ハガキの送付と若年層の受診率向上対策と
して、年代別の勧奨動画（二次元コード）を使用した
受診勧奨の実施。
②みなし健診勧奨通知発送
②国保加入時に窓口での受診勧奨
②健診予約の実施

①健診受診率の向上の仕組
みづくり
②対象者に応じた受診勧奨
を実施してきたが、不定期
受診者（3年間で健診を１
回または2回受診している
方）の受診率と若年層の受
診率が低迷している。

ＡＩを活用し、対象者に合
わせた受診勧奨を実施し、
新規の受診者の掘り起こし
は進んだが、全体的な受診
率向上には繋がらなかっ
た。
今後は、若年層の受診率向
上対策と連続受診に繋がる
取組みを実施していく。

すこやか健康課

②運動・食生活
改善・社会参加

の推進

運動習慣の定着割合 60.0％(R6) 46.1％(R1) ①ウオーキング事業の推進
②健康教室（部落・サークル・事業所）や保健指導な
どで運動の必要性を啓発と総体事業の周知
②県と連携した運動イベントを健康教室等で紹介し、
参加を推進
①ヘルシーメニューの開発・提供の実施
②広報紙やYouTubeを通して食改による地元産品を使
用したヘルシーメニューの紹介を行った。

①ウオーキング事業の推進
②各事業の実施や啓発を
行ってきたが、全体的な事
業の参加者数が少ない。

コロナ禍で外出自粛傾向
だったため、運動習慣の定
着には繋がらなかった。
若い頃から運動習慣を定着
させるため今後、事業所に
働きかける。

すこやか健康課

65歳以上の地域での活動
（月１回以上）の参加率

50.0％(R5) 30.4%(H29) ①介護予防サークル活動支援事業
・地域活動の場の立ち上げ相談（新規５件）
・活動継続のための相談、奨励支援
・一度休止したグループの相談（再復活１件）
・メンバーの高齢化や人数減少などでの廃止や合併の
相談（廃止６件、合併２件）
現在103の介護予防サークルが地域で自主的に活動中
している。
②高齢者層に対する活躍の場の提供
・生活援助サービス
シルバー人材センターに介護保険総合事業サービスと
して生活援助サービスを委託。買い物、掃除などの支
援を23名の方が利用している。
・介護ボランティア活動
デイサービスや介護予防教室などでお茶出しや話相
手、配膳やゲームの手伝いを行っている。

①介護予防サークル活動支
援事業・生活援助サービ
ス・介護ボランティア活動
②サークル活動経費として
の委託料を出しながら、細
やかなサークル訪問をし
て、相談しやすい体制を
作っていることが、活動支
援に繋がっている。
高齢者が自己の持つ豊かな
経験を活かし、働くことが
で生きがいを得るととも
に、地域社会への参加促進
につながっている。

①多くの高齢者が集いの場
へ楽しんで参加し､活動意
欲や社会参加の機会に繋
がっている。また、高齢者
の活躍の場の周知を行うこ
とで地域での活動の機会が
増えている。
②これまで同様に、サーク
ルの活動支援を継続する。
また、サークルの場以外
の、介護ボランティア活
動、シルバー人材センター
等の活躍の場を引き続き広
報していく。

すこやか健康課
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基本目標③ 【経済・産業】産業振興を図り、持続可能な地域経済の好循環を実現する

施策 KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

2 4 6 8 10

実績

6 8 23 31

目標

2 4 6 8 10

実績

10
R3:10

累計:20
R4:3

累計:23
R5:10
累計33

目標

227 227 227 227 227

実績

178 183 181 194

目標

45 46 47 48 49

達成項目：主要品目の販売
額

実績

44.3 45.8 50 51.6

達成理由：安定した生産量
を確保と販売単価の向上

目標

5 10 15 20 25

実績

3
R3:3

累計:6
R4:1

累計:7
R5:0

累計:7

目標

- - - - 80.0

実績

-  72.0%(H27)
70.6％（Ｈ30）

R5.2時点
73％（Ｈ30）

R6.2時点

①起業・創業の
推進

新規起業件数の累計 10件(R2～R6） 8件(H27～R1) ①琴浦でスタート！応援補助金
②町内で新たに起業する個人及び事業者に対し、その
初期投資に係る費用の1/2を助成。

①補助金交付実績3件
②創業支援計画に定める特
定創業支援を受けた個人及
び事業者の町内での起業に
つながった。

①創業スクールの開催や創
業計画の策定支援等によ
り、起業・創業を推進でき
た。
②引き続き商工会と連携
し、起業に資する知識の提
供や財政支援を行う。

商工観光課

②多様な働き
方・雇用対策の
推進 

ワーケーションのマッチン
グ件数の累計

10件(R2～R6) ー ワーケーション推進に係るPR、啓発活動等を実施。
先進地視察に参加し、参考箇所を町内業者、内部にも
フィードバックを行う。

ワーケーション推進に係る
PRを積極的に展開。個人
のワーケーションも増加傾
向にあるが、団体による
キャンプサイト会議等で活
用が見受けられた。

モニターツアーの開催、継続
的な情報発信により個人の
ワーケーション利用者は増加
傾向。今後は団体利用の情報
発信と併せて町内飲食店等を
活用してもらうための仕組み
をつくる必要がある。

企画政策課
商工観光課

「しごとプラザ琴浦」利用
による町民の年間就職者数

227人(R6) 221人(R1) ①求職者向けセミナー開催（月1回）
②採用力向上セミナー開催（年1回）
③町内求人情報をHPに掲載（毎週更新）
④「しごとプラザ琴浦」利用促進に向け北栄町及び大
山町の広報紙へ掲載
⑤メーリングリストに町内の求人情報を掲載

Ｒ５年度はしごとプラザ琴
浦の利用者は増加したもの
の、労働条件のミスマッチ
から就職者数が伸び悩ん
だ。

①コロナ禍で求職求人数と
も低迷したが、Ｒ５には回
復傾向となった。
②求職者と企業のミスマッ
チを解消するため企業に対
する採用力向上の強化を図
る。

商工観光課

③琴浦ブランド
化の推進と販路
拡大

主要品目の年間販売額
（梨、ブロッコリー、ミニ
トマト、白ネギ、繁殖和
牛、酪農、グランサーモ
ン）

49億円 (R6) 43.8億円 (H30) ・町の特産品（農・畜・水産物）のブランド化につい
ては、ふるさと納税等でＰＲを実施。（販売戦略はJA
など各事業体による。）

生産量の増加と販路拡大や
ブランド化の推進で、販売
額の向上を図る。

農林水産課

県外商談会でのことうら商
品新規契約数の累計

25件(R2～R6) 5件(R1) ①各団体が主催する商談会の情報提供
②琴浦町商工会から商談会の条件に合う企業へ情報提
供

①県外商談会でのことうら
商品新規成約数
②コロナ禍により対面の商
談会等の開催自粛傾向が続
いたことや、県外商談会等
へ参加する町内事業者が減
少。

①コロナ過の影響により県
外商談会の参加機会が減少
した。
②各団体が主催する商談会
の情報発信を行うととも
に、県外の販路開拓に積極
的に取り組む事業者の把
握、支援に努める。

商工観光課

④地域内の経済
循環の促進

地域経済循環率(RESAS値) 80.0％(R6) 75.4％(H25) 商工会や町内企業と連携して地域内経済循環への啓発
を行った（ＢＵＹコトウラ運動）。
・ＢＵＹコトウラバスツアー（町内事業所見学）
（各種啓発）
・「ＢＵＹコトウラ月間-９月-」町内スーパー
・白バラ牛乳の広告枠の活用
・広報ことうらにて特集と連載を掲載

取組期間とリーサスの実績
値は期間が異なるため検証
はできないが、地域経済循
環率は伸び悩んでいる。

①若年層への周知
②町内事業所との連携

商工観光課
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施策 KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

2 3 4 5 5

実績

6
R3:3

累計:9
R4:5

累計:14
R5:4

累計:18

目標

4 5 8 11 14

実績

3
R3:4

累計:7
R4:4

累計:11
R5:8

累計:19

目標

178 175 175 170 170

実績

172 177 159 160

⑤農林水産業分
野への未来技術
の活用と担い
手、新規就業者
の育成

スマート農業に新たに取り
組む経営体数の累計

5件(R2～R6) ー ・スマート農業研修施設（ミニトマト栽培）でスマー
ト農業機械（自動かん水設備等）での栽培管理を実施
中。
・スマート農業社会実装支援事業でスマート機器の導
入支援（補助金）を実施し、自動田植機・農業用ド
ローン・自動操舵トラクター等の導入された。

達成項目：スマート農業機
械の導入した生産者数

達成理由：スマート技術を
搭載した製品の増加。ス
マート機器の導入支援（補
助金）を実施。

スマート農業機械は導入費
用が高いため、費用対効果
としてのメリットがあるか
検討が必要。（小規模農家
にとっては、導入しても生
産性の向上を図ることが困
難）

農林水産課

農業研修生宿泊施設宿泊者
数の累計

14人(R2～R6) 5人(R1) ・地域おこし協力隊制度を活用し、梨・ミニトマト栽
培による農業研修を行った。
・農業体験ツアーを３回実施し、研修生宿泊施設の活
用を図った。
・引き続き地域おこし協力隊制度を活用して、ブロッ
コリー・醸造用ぶどうの品目でも研修生を受入れるな
ど農業研修制度の拡充に取組む

達成項目：農業研修生宿泊
施設宿泊者の累計

達成理由：農業研修生２名
の受入と農業体験ツアーの
開催（３回）し、宿泊施設
の体験も行った。

①大都市圏からの農業人材
の掘り起こし
②移住担当課と連携したツ
アーの開催による移住・就
農体験を通じた関係人口創
出

農林水産課

認定農業者数 170人(R6) 178人(R1) ・農業経営の発展を目指す認定農業者の支援を行っ
た。
・高齢化などにより農業経営の縮小
・農業経営改善計画指導会を開催し、認定農業者の確
保に努める。

未達成項目：認定農業者数

未達成項目：認定農業者の
自然減や更新対象者が高齢
等の理由により更新をしな
かったため

・今後、国等支援の対象が
地域計画（人・農地プラ
ン）の中心経営体に移行す
る中でメリットを感じてい
ない農業者も多い
・経営改善計画の達成にコ
ミットする形で支援のあり
方を検討

農林水産課
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基本目標④ 【観光・交流】人を地域の中に呼び込む観光を展開し、町産業全体の活性化につなげる

施策 KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

116,000 126,000 136,000 146,000 156,000

実績

66,773 67,462 87,137 102,210

目標
32,000 37,000 42,000 47,000 52,000

実績
17,386 14,889 23,372 22,106

目標

- 150,000 200,000 250,000 300,000

実績

-  252,955 290,455 235,972

目標

2 4 6 8 10

実績

1
R3:11

累計:12
15 17

目標

522 602 682 762 842

実績

661 736 634 422

①道の駅を”核”と
して町内周遊を
促進

道の駅以外の観光拠点の年
間入込客数

156,000人(R6) 106,000人(R1) ①R2 観光案内所施設環境整備
②R3 物産館ことうらリニューアル工事
③R4 観光看板の整備
④R5 道の駅ポート赤碕リニューアル工事
    ととのうらﾌｪｽの開催
    辰年関連PR事業

①ｱﾌﾀｰｺﾛﾅに伴い目標値に
かなり近づいた。
 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ誘客へ向けた
取組が必要。

①第3弾ことうらｻ飯ﾊﾟﾝﾌ
を作成する。
②新たに周遊ｲﾍﾞﾝﾄ「とと
のうら祭り」を開催。
③ﾊﾟﾝﾌ等の多言語化によ
る情報発信の強化。

商工観光課

観光案内所の年間入込客数 52,000人(R6) 27,000人(R1) 同上 同上 同上 商工観光課

②琴浦ブランド
の再構築による
情報発信の強化

観光ホームページの年間ア
クセス件数

300,000件(R6) ー ①R2 観光HPをﾘﾆｭｰｱﾙ・ｲﾝｽﾀ開設
   女子っ旅ﾊﾟﾝﾌ作成
②R3 惑星ｺﾄｳﾗTNGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ始動
   広域観光連携による情報発信強化
③R4 手書き看板を設置
④R5 辰年関連PRｻｲﾄを新設

①観光看板等へのQRｺｰﾄﾞ
設置に伴うｱｸｾｽ数の増加
②ｱﾌﾀｰｺﾛﾅへ向けた誘客の
回復
※サイト改変による10ヶ月間
の集計のため達成へ記載

①観光HPの分析
②観光HPのﾘﾆｭｰｱﾙ（多言
語化含む）の検討
③情報発信専門員を町観光
協会に設置予定

商工観光課

③琴浦の恵みを
活かした観光の
展開

体験型観光プログラムの新
規開発件数の累計

10件(R2～R6) ー ①R3 ｻｳﾅ、神社、酒蔵見学等の体験商品
   ふるさと納税ｺﾄ商品として掲載
   大手雑誌へｺﾄ商品の掲載
②R4 工場見学、寺等の体験商品
    町民限定ととのうら割引ｸｰﾎﾟﾝ（第1弾）
③R5 町民限定ととのうら割引ｸｰﾎﾟﾝ（第2弾）
    ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ向け商品を造成・PR

①ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ（主に台湾）
向けの観光商品を造成・
PRを行った。

①新たな体験型商品として
町民限定ととのうら割引
ｸｰﾎﾟﾝを発行
②鳴り石ｻｳﾅﾂｰﾘｽﾞﾑと連携
を図る。
③地域おこし協力隊ｱｳﾄﾄﾞ
ｱ起業家を採用し、新たな
展開を図る。

商工観光課

一向平キャンプ場の年間利
用件数

842件(R6) 442件(R1) ①R2 一向平ｷｬﾝﾌﾟ場整備（ｻｳﾅ含む）
②R3 惑星ｺﾄｳﾗﾌｪｽｲﾍﾞﾝﾄ
③R4 簡易宿泊開始
   惑星ｺﾄｳﾗｳｨｰｸｲﾍﾞﾝﾄ
   ととのうら割引ｸｰﾎﾟﾝ
④R5 屋根修繕工事
   ﾃﾛﾜｰﾙ・ﾄﾞｯｸﾞﾗﾝ開始

①土日に悪天候が続き、
ｷｬﾝｾﾙなどで利用者が減少
したため。
②ｱﾌﾀｰｺﾛﾅによりｷｬﾝﾌﾟ利
用者が他の観光へ分散した
ため。

①ﾄﾞｯｸﾞﾗﾝの新設に伴う新
たな顧客の獲得
②ﾃﾛﾜｰﾙの推進による地元
産品の活用

商工観光課
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基本目標⑤ 【関係・定着】暮らし続けることができるまち、そして選ばれるまちをつくる

施策 KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

2 4 6 8 9

実績

1
R3:2

累計:3
R4:0

累計:3
R5:2

累計:5

目標

1 1 2 2 3

実績

R2 3件
累計 3

件

R3 1件
累計 4件

R4 1件
累計 5件

R5 1件
累計 6件

目標

100 50 40 30 30

実績

0
R3 3件

累計 3件
R4 8件

累計 11件
R5 7件

累計 18件

目標

4.0億円 5.0億円 5.0億円 5.0億円 5.0億円

実績

3.3億円
(15,284

件)

3.6億円
(16,457件)

3.7億円
(13,764件)

2.5億円
(10,164件)

①暮らし続ける
ことのできる地
域づくり

地域で新たに課題解決に取
り組んだ件数の累計

9件(R2～R6) ー ①まちづくり事業
②古布庄、以西、安田の３地区で住民組織が公民館事
業運営を行うモデル事業を実施。まちづくりセンター
化
成美地区：集落支援員を配置し、子ども食堂をはじめ
とした地域づくり事業を実施。
上郷地区：共助交通をはじめとした地域づくり事業の
検討を開始。

①地域で新たに課題解決に
取り組んだ件数
②３地区で住民組織による
地域運営の実践を行っ
た。、また、２地区で新た
な地域づくりの検討が始
まった。

①課題
検討の進んでいない地区で
の公民館を基軸とした地域
づくりの推進。
②今後の事業予定
地域運営組織条例の制定に
よる地域運営組織の活動定
着。その他の地区での地域
づくり活動の推進。

企画政策課

共助交通に取り組む団体数
の累計

3件(R2～R6) ー ①上郷地区における共助交通の実証実験
②R6実証実験に向けた地元協議・説明会等を開始し
た。

①共助交通に取り組む団体
数の累計
②町営バスの再編に伴い、
他の地域の状況を見て自分
たちの地域でも取り組んで
みようという機運が醸成さ
れた。

①実証実験から先の実装に
繋がらない。今後公共交通
の運営が厳しくなる中、地
域で取り組む交通のあり方
について検討が必要。
②R7交通再編を踏まえ
た、将来的な交通のあり方
について盛り込む必要があ
る。

企画政策課

ふるさと住民票の登録者数 250人(R2～R6) ー (一社)構想日本が提案する「ふるさと住民票制度」を
活用し、本町のまちづくりに様々なかたちで関わって
いただく町外在住の関係人口を「コトウラファンサ
ポーター」として認定。
出身地に愛着がある人、新たに「ふるさと」を創出し
たい人など、関係人口として多様な関わり方に応えつ
つ、今後のまちづくりに関わっていただくことを目的
とする。
当初の予定では、人数の拡充を最優先としていたが、
関係人口の"質"に重点を置き、アプローチする。
運営者、イベントの内容に興味を持つ者が増加し、新
たにコトウラファンサポーターに立候補することも
あった。

「コトウラファンサポー
ター」の拡充と積極的なボ
ランティア交流を実施する
ことができた。
東京開催の町単独イベント
にて「コトウラファンサ
ポーター」に登壇頂き、関
係人口という特異な視点で
町をPRできた。

「コトウラファンサポー
ター」の人数は想定より獲
得ができなかった。
継続的に、事業毎の情報発
信に力を入れる必要があ
る。

要所のイベント開催、関わ
りができたが、定期的な
ミーティング、情報共有が
できない。
現状の人工では対応が難し
い場合もあるので今後は管
理体制を整理する必要(会
計年度の活用や委託の可能
性)も必要である。

企画政策課

ふるさと納税額 5.0億円(R6) 3.8億円(R1) ①事業者向けセミナーの開催
鳥取銀行、専門人材、商工会、商工観光課との連携に
よる事業者向け新商品開発セミナーを開催し、アイス
などの価格見直し、返礼品用ピザのアドバイスなどを
行った。

②返礼品の充実
新たな返礼品を追加し、充実を行った。

③琴浦町ゆかりの方へ定期的な便りを送付
令和３年度からふるさと納税紹介「美味探訪」（便
り）を不定期で作成し、琴浦町にゆかりのある方へ郵
送しすることで関係人口への寄附の働きかけを行っ
た。

①新たな商品開発
返礼品数の充実のため、新
たな商品開発を行った。

②返礼品登録数の増加
 R2年度期首：142品
 R4年度末 ：462品
 R5年度末 ：521品

①目標金額
寄附の目標金額を達成する
ことができなかった。
要因については、昨年10
月から総務省のルール変更
が行われ、全国的に駆け込
み需要として9月の寄附申
込が増えた。当該時期は、
カニの旬の時期でないこと
から、年間を通じたカニを
返礼品とする寄附が大幅に
減少したため、令和5年度
の寄附額の減少に繋がって
しまった。

①課題
琴浦町と特産品のPRを戦
略的に行うことが必要。
（効果的な広告などの活
用）
カニ、梨以外の主力となる
返礼品の開発が必要。

②具体的な対応方法
市場の需要分析や効果的な
広告などの取組を行うた
め、R6年度より民間のノ
ウハウを活かすため中間管
理事業者に業務を委託し、
寄附額を伸ばす予定。

総務課

②関係人口の創
出・拡大
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KPI 目標値 基準値 値 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R６年度
施策に基づくR5年度の

①具体的な事業名
②事業の概要

R5年度の
①達成項目
②達成理由

R5年度の
①未達成項目
②未達成理由

①R2∼R5実績に対する担当課
の評価及び課題

②次期戦略での対応方法
担当課

目標

1件 2件 3件 4件 5件

実績

4件 3件
(累計:7件)

3件
(累計:10件)

3件
(累計:13件)

目標

7 14 21 28 35

実績

R2:13
累計:13

R3:8
累計:21

R4:11
累計:32

R5:17
累計:49

目標

10 20 30 40 50

実績
R2：1

累計：1
R3：3

累計：4
R４：６

累計：１０
Ｒ５：５

累計：１５

企業版ふるさと納税の企業
数

5件(R2～R6) ー ①「ことしの仕事」の活用
企業から共感の得られる事業を周知するため、「こと
しの仕事」をHPなどで紹介した。

②寄附事業者をHP等での公開
実際に寄附をいただいた事業者から継続した応援をい
ただくためHP等で紹介した。また、これにより企業
から共感の得られる事業に琴浦町への寄附が可能であ
ることをPRした。

①各年度の寄附件数は目標
を達成できなかった。

①寄附件数
寄附募集のPRが不足して
いた。

①今後の事業予定
○琴浦町独自の域外企業と
のつながりだけでなく、地
方銀行等のネットワークを
活用した寄附の募集などに
取組む。

○上記に加えて、町独自に
パンフレットなどを作成し
たトップセールスなどを行
う。

総務課

③移住・定住の
促進 

空き家を活用したIJUター
ン者数

35人(R2～R6) 22人(H26～H30) ・移住定住アドバイザーの配置
・空き家紹介サイト「空き家ナビ」を運営（ホーム
ページ上で物件の様子が分かりやすい360°カメラに
よる写真を掲載）
・移住定住推進を目的とした補助金等制度実施

宝島社「住みたい田舎ベス
トランキング」全国1位受
賞等、まちの魅力発信と併
せて、移住定住についての
取り組みや空き家活用のプ
ロモーションが効果的で
あった。

相談数は顕著に増加傾向で
あるが、取りこぼしが見受
けられた。「空き家ナビ」
の登録数をさらに増加さ
せ、選択肢にさらに幅を持
たせる必要がある。

①課題
移住者数は増加傾向である
が、取りこぼし、移住後の
転居が見受けられる。
②今後の事業予定
空き家の登録数増加のため
積極的な情報発信、アフ
ターフォローが必要。

企画政策課

IJUターン者に対する奨学
金返済支援制度の利用者数
の累計

50人(R2～R6) ー 定住に繋げるための制度として奨学金返還に対する支
援を行った。（県制度の上乗せ補助）
周知方法
・短大や高校また町内企業へチラシ配布
・メーリングリスト、ＨＰ，広報紙による周知
・県と協調して返還支援制度を周知

制度利用に際し、職場への
利便性の観点から町在住と
いう要件がハードルとなっ
ているため、目標値まで届
いていない。

今後も県と連携して周知を
図っていき、定住に繋げ
る。

商工観光課
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資
料

②

【
担

当
課

】
商

工
観

光
課

№
事

業
開

始
年

度
事

業
終

了
年

度

8
R２

R２

計
画
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計
画
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了
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度
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費
(千
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)
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付
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績
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公
園

内
に

あ
る

一
向

平
キ

ャ
ン

プ
場

を
、

サ
ウ

ナ
簡

易
休

憩
・

宿
泊

を
備

え
る

融
合

施
設

と
し

て
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
い

、
誘

客
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

観
光

消
費

の
拡

大
を

図
り

、
町

の
強

み
を

活
か

し
た

自
然

体
験

型
の

観
光

振
興

を
創

り
出

す
。

申
請

額
執

行
額

一
向

平
キ

ャ
ン

プ
場

観
光

地
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

キ
ャ

ン
プ

・
サ

ウ
ナ

を
中

心
に

し
た

ア
ウ

ト
ド

ア
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
PR

を
行

っ
た

。
・

町
内

周
遊

を
目

的
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
。

・
新

た
な

客
層

を
獲

得
す

る
た

め
簡

易
宿

泊
許

可
・

森
林

体
験

・
交

流
セ

ン
タ

ー
雨

漏
り

修
繕

重
要

業
績

評
価

指
標

(K
PI

)
検

証
(◎

、
○

、
△

、
×

)
備

考

キ
ャ

ン
プ

場
利

用
料

収
入

（
千

円
）

△
増

加
分

累
計

キ
ャ

ン
プ

場
利

用
件

数
（

件
）

△
増

加
分

累
計

KP
I未

達
成

の
場

合
の

理
由

R6
年

度
の

事
業

計
画

週
末

の
悪

天
候

が
重

な
り

、
利

用
件

数
が

当
初

よ
り

伸
び

悩
ん

だ
。

・
キ

ャ
ン

プ
場

利
用

収
入

（
基

準
値

：
1,

10
4千

円
）

:
 

R２
=

4,
06

4千
円

 
R３

＝
3,

65
0千

円
 

R4
=

2,
22

0千
円

 
R5

=
2,

47
5千

円
・

キ
ャ

ン
プ

場
利

用
件

数
（

基
準

値
：

44
2件

）
 

：
R2

＝
70

0件
 

R3
=

73
6件

 
R4

=
63

4件
 

R5
=

42
2件

大
山

の
伏

流
水

を
活

か
し

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

サ
ウ

ナ
に

ふ
さ

わ
し

い
水

風
呂

を
設

置
す

る
。

・
サ

ウ
ナ

用
の

水
風

呂
設

置

事
業

計
画

R5
年

度
の

実
施

状
況

(3
月

末
見

込
)
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資
料

②

【
担

当
課

】
商

工
観

光
課

№
事

業
開

始
年

度
事

業
終

了
年

度

9
R3

R3

計
画

開
始

年
度

計
画

終
了

年
度

R3
R7

事
業

費
(千

円
)

交
付

金
(千

円
)

事
業

費
(千

円
)

交
付

金
(千

円
)

1
ー

ー
ー

ー

最
終

目
標

値
R5

年
度

目
標

値
R5

年
度

実
績

値
目

標
達

成
状

況
(％

)

1
20

0,
00

0
70

,0
00

12
9,

65
0

18
5.

2%

2
10

5
-0

.4
-8

.0
%

3 4

①
基

準
値

（
R1

)：
30

6,
20

0千
円

②
基

準
値

（
R1

)：
14

.7
％

交
付

金
対

象
事

業
名

称
総

合
戦

略
の

位
置

づ
け

道
の

駅
「

琴
の

浦
」

観
光

拠
点

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
基

本
目

標
４

【
観

光
・

交
流

】
人

を
地

域
の

中
に

呼
び

込
む

観
光

を
展

開
し

、
町

産
業

全
体

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る

地
域

再
生

計
画

事
業

内
容

道
の

駅
「

琴
の

浦
」

観
光

拠
点

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

道
の

駅
「

琴
の

浦
」

を
観

光
情

報
発

信
拠

点
と

し
て

再
整

備
を

行
う

こ
と

で
、

観
光

客
を

地
域

に
呼

び
込

み
一

人
ひ

と
り

の
観

光
消

費
を

拡
大

・
地

域
全

体
に

循
環

さ
せ

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
農

水
畜

産
業

、
商

工
業

の
活

性
化

を
目

指
す

。

申
請

額
執

行
額

道
の

駅
「

琴
の

浦
」

観
光

拠
点

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・
物

産
館

こ
と

う
ら

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

１
周

年
 

イ
ベ

ン
ト

・
と

と
の

う
ら

フ
ェ

ス
イ

ベ
ン

ト

重
要

業
績

評
価

指
標

(K
PI

)
検

証
(◎

、
○

、
△

、
×

)
備

考

道
の

駅
琴

の
浦

の
年

間
売

上
額

（
千

円
）

○
増

加
分

累
計

道
の

駅
以

外
の

観
光

入
込

客
数

の
割

合
（

％
）

△
増

加
分

累
計

K
PI

未
達

成
の

場
合

の
理

由
R6

年
度

の
事

業
計

画

・
「

道
の

駅
以

外
の

観
光

入
込

客
数

の
割

合
」

が
未

達
成

の
理

由
は

、
「

道
の

駅
琴

の
浦

」
の

観
光

入
込

客
数

が
過

去
最

高
人

数
で

あ
っ

た
こ

と
に

伴
い

分
母

が
大

き
く

な
っ

た
た

め
。

・
指

定
管

理
者

を
中

心
と

し
た

道
の

駅
琴

の
浦

の
情

報
発

信
・

イ
ベ

ン
ト

の
強

化
 

令
和

6年
4月

：
道

の
駅

琴
の

浦
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
2周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト

事
業

計
画

R5
年

度
の

実
施

状
況

(3
月

末
見

込
)
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事
業

概
要

　【
行

財
政

・地
理

情
報

住
民

共
有

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

構
築

事
業

】　

自
治

体
名

鳥
取

県
琴

浦
町

人
口

16
,1

96
人

事
業

費
4,

12
2千

円

事
業

概
要

行
財

政
情

報
に

つ
い

て
住

民
との

情
報

共
有

す
る

た
め

の
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
構

築
す

る
。行

政
内

部
の

LG
W

AN
環

境
で

作
成

・
利

用
す

る
予

算
・決

算
・地

理
情

報
な

どの
各

種
情

報
を

イン
ター

ネ
ット

側
へ

シ
ー

ム
レ

ス
で

公
開

し、
住

民
等

が
容

易
に

ア
クセ

ス
で

き
る

しく
み

を
構

築
す

る
こと

で
、住

民
等

か
らの

評
価

、ア
イデ

ア
を

活
か

す
住

民
参

画
型

の
ま

ち
づ

くり
を

進
め

る
。ま

た
、行

政
、

オ
ー

プン
デ

ー
タ等

の
各

種
情

報
を

デ
ー

タベ
ー

ス
化

す
る

こと
で

、庁
内

で
の

デ
ー

タド
リブ

ン
、E

BP
M

へ
の

取
組

み
を

推
進

す
る

。

具
体

サ
ー

ビス

(1
) 

行
政

経
営

シ
ス

テ
ム

サ
ー

ビス
　○

 行
財

政
情

報
の

作
成

・公
開

共
有

機
能

　　
・ 

予
算

、決
算

説
明

資
料

　　
・ 

ダッ
シ

ュボ
ー

ド機
能

（
オ

ー
プン

デ
ー

タ、
KP

Iを
含

む
）

　　
　　

※
い

ず
れ

も
公

表
を前

提
に

、シ
ス

テ
ム

利
用

か
らシ

ー
ム

レス
に

公
表

　　
　　

※
ブラ

ウザ
で

の
閲

覧
の

ほ
か

、C
SV

な
どに

よ
る

ダウ
ン

ロー
ドが

可
能

　○
 予

算
査

定
機

能
　　

・ 
施

策
ご

との
各

種
デ

ー
タ集

計
・分

析
機

能
　　

・ 
財

源
、K

PI
等

の
AI

支
援

機
能

(2
) 

自
治

体
Ｇ

Ｉ
Ｓ

サ
ー

ビス
　○

地
理

情
報

共
有

(公
開

型
GI

S)
　　

・ 
防

災
情

報
の

共
有

　　
・ 

公
共

財
産

・未
利

用
財

産
情

報
の

共
有

　　
・ 

町
道

、上
下

水
道

の
イン

フラ
情

報
の

共
有

　　
・ 

行
政

経
営

シ
ス

テ
ム

サ
ー

ビス
との

デ
ー

タ連
携

　○
住

民
投

稿
機

能
　　

・道
路

陥
没

箇
所

な
どの

住
民

か
らの

投
稿

主
な

KP
I

【ア
ウト

プッ
ト指

標
（

活
動

指
標

）
】

 ①
 プ

ラッ
トフ

ォー
ム

サ
イト

の
PV

数
 ②

 デ
ー

タの
ダウ

ン
ロー

ド件
数

 ③
 住

民
か

らの
投

稿
件

数

【ア
ウト

カム
指

標
（

成
果

指
標

）
】

 ①
 パ

ブ
リッ

クコ
メン

トの
参

加
者

数
 ②

 L
iq

lid
を

用
い

た
住

民
参

画
度

の
評

価
 ③

 未
利

用
財

産
の

利
活

用
(売

買
等

)の
件

数

2

行
財

政
情

報
・地

理
情

報
住

民
共

有
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム

住
民

参
加

型
ｵﾝ

ﾗｲ
ﾝ

ﾌﾟ
ﾗｯ

ﾄﾌ
ｫｰ

ﾑ 
(L

iq
lid

)

アイ
デ

ア
、評

価
の

共
有

施
策

へ
の

反
映 ※

破
線

部
分

は
、別

途
導

入
す

る
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

・シ
ス

テ
ム

連
携

住
民

・企
業

・関
係

人
口

シ
ー

ム
レ

ス
に

公
開

公
開

用
(イ

ン
ター

ネ
ット

系
)

・ア
クセ

ス
(ﾌ

ﾞﾗ
ｳｻ

ﾞ稼
働

)
・ダ

ウン
ロー

ド
・投

稿

(1
) 

行
政

経
営

シ
ス

テ
ム

　・
予

算
デ

ー
タ・

説
明

資
料

　・
決

算
デ

ー
タ・

説
明

資
料

　・
公

有
財

産
情

報
　・

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ　
等

(2
) 

自
治

体
Ｇ

Ｉ
Ｓ

　　
防

災
、イ

ン
フラ

 等

行
政

職
員

(1
) 

行
政

経
営

シ
ス

テ
ム

　・
予

算
デ

ー
タ・

説
明

資
料

　・
決

算
デ

ー
タ・

説
明

資
料

　・
公

有
財

産
情

報
　・

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ　
等

行
政

内
部

用
(L

GW
AN

)
● 財 務 会 計 シ ス テ ム 等

（ 既 存 ） 予 算 ・ 決 算 デ ー タ デ
ー

タ連
携

(2
) 

自
治

体
Ｇ

Ｉ
Ｓ

　　
防

災
、イ

ン
フラ

 等

デ
ー

タ連
携

・ﾃ
ﾞｰ

ﾀﾍ
ﾞｰ

ｽ作
成

・デ
ー

タ活
用

・A
I支

援
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事
業
概
要
　【
住
民
参
加
型
合
意
形
成
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
構
築
事
業
】　

自
治
体
名

鳥
取
県
琴
浦
町

人
口

16
,1
96
人

事
業
費

3,
69
2千
円

事
業
概
要

民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
合
意
形
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
、
行
政
と
町
民
の
双
方
向
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
す
る
。
対
面
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
拾
い
き
れ
な
か
っ
た
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
層
（
若
者
、
女
性
、
子
ど
も
、
町

出
身
者
等
）
を
中
心
に
、
町
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
機
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
構
築
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ

ン
の
双
方
向
の
意
見
交
換
を
実
現
す
る
。

具
体

サ
ー
ビス

【
オ
ン
ラ
イ
ン
合
意
形
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
】

　
〇
行
政
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
構
築
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
　
　
　

　
　
ト
フ
ォ
ー
ム
に
、
意
見
を
募
り
た
い
テ
ー
マ

　
　
（
案
）
を
掲
載
。

　
〇
町
民
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
思
い
つ
い
た
意
見
・

　
　
考
え
を
自
由
に
投
稿
。

　
〇
参
加
者
同
士
で
「
い
い
ね
」
す
る
、
も
し
く
は
、

　
　
他
参
加
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
意
見
を

　
　
投
稿
す
る
こ
と
で
、
議
論
を
深
化
。

　
〇
議
論
を
元
に
テ
ー
マ
（
案
）
を
修
正
。

　
〇
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
、
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ

　
　
ド
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
可
視
化
。

　
〇
可
視
化
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
オ
ン
ラ
イ
ワ
ー

　
　
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
。

主
な

KP
I

【ア
ウト
プッ
ト指
標
（
活
動
指
標
）
】

①
「L
iq
lid
」の
参
加
者
数

②
「L
iq
lid
」を
用
い
て
、住
民
に
アイ
デ
ア
・意
見
募
集
等

を行
った
回
数

③
「L
iq
lid
」内
で
の
投
稿
・リ
アク
シ
ョン
件
数

【ア
ウト
カム
指
標
（
成
果
指
標
）
】

①
参
加
者
の
「L
iq
lid
」を
用
い
た
政
策
形
成
過
程
へ
の
参
加
に
対

す
る
評
価

②
「L
iq
lid
」を
活
用
した
政
策
形
成
過
程
に
お
け
る
住
民
参
画
度

の
評
価

※
公
表
資
料
とし
て
作
成
す
る
こと

2
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事
業
概
要
　【
窓
口
D
XS
aa
S導
入
事
業
】　

自
治
体
名

鳥
取
県
琴
浦
町

人
口

16
,1
96
人

事
業
費

３
１
，
４
０
５
千
円

事
業
概
要

　琴
浦
町
に
お
い
て
は
、ラ
イフ
イベ
ント
関
連
手
続
き
数
は
10
0種
以
上
と多
岐
に
渡
り、
住
民
か
らは
「何
を
した
ら分
か
らな
い
」

「同
じこ
とを
何
度
も
書
か
せ
られ
る
」「
手
続
きに
時
間
が
か
か
る
」と
声
が
寄
せ
られ
て
い
る
。ま
た
、来
庁
され
る
高
齢
者
等
に
お
い

て
は
、申
請
書
記
入
が
大
きな
障
壁
とな
って
お
り、
窓
口
に
お
け
る
住
民
の
負
担
軽
減
が
課
題
とな
って
い
る
。

　ラ
イフ
イベ
ント
に
関
す
る
窓
口
業
務
に
関
して
、デ
ジ
タル
庁
が
推
進
す
る
窓
口
業
務
支
援
サ
ー
ビス
で
あ
る
『窓
口
DX
Sa
aS
』

を導
入
す
る
こと
で
、来
庁
者
へ
必
要
手
続
きナ
ビゲ
ー
トや
、手
続
きに
要
す
る
記
入
の
簡
略
化
や
自
動
転
記
等
に
よ
り、
負
担

軽
減
を図
りつ
つ
、手
続
き
に
要
す
る
滞
在
時
間
の
短
縮
や
手
続
き
の
手
戻
りを
抑
制
す
る
等
、住
民
サ
ー
ビス
向
上
を
図
る
。

具
体

サ
ー
ビス

【窓
口
DX
Sa
aS
】

•
窓
口
業
務
の
デ
ジ
タル
化
に
よ
り「
書
か
な
い
窓
口
」の

実
現
。

•
窓
口
受
付
案
内
（
待
ち
順
・お
呼
び
出
し案
内
）

•
来
庁
者
の
状
況
に
応
じた
手
続
きの
抽
出
と案
内

•
申
請
書
類
の
受
付
・作
成
支
援

•
申
請
手
続
きの
ワン
ス
トッ
プ化

主
な
KP
I

【ア
ウト
プッ
ト指
標
（
活
動
指
標
）
】

①
窓
口
DX
Sa
aS
で
処
理
を
行
う手
続
き数

②
窓
口
DX
Sa
aS
に
より
ワン
ス
トッ
プ完
結
す
る
手
続
き
数

③
窓
口
DX
Sa
aS
の
利
用
者
数

【ア
ウト
カム
指
標
（
成
果
指
標
）
】

①
来
庁
者
の
窓
口
滞
在
時
間

②
サ
ー
ビス
満
足
度

※
公
表
資
料
とし
て
作
成
す
る
こと

2

【
窓
口
D
XS
aa
S】
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第２期 琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略
５つのプロジェクトによる持続可能な地域社会の実現

鳥取県琴浦町

令和２年４月

（令和 2年 3月 31日策定）

（令和５年 3月 31日改定）

（令和○年○月○日改定）

子育て
教育

観光
交流

経済
産業

関係
定着

健康
活力

持続可能な
地域社会へ
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１ 基本的な考え方

（１）はじめに

本町では、ひとの活力がまち全体の元気と希望につながるという理念のもと、平成

27 年に「第１期琴浦町まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「第１期戦略」とい

う。）」として、令和元年度までの５年間の戦略を策定しました。

第１期戦略では、次世代の琴浦町を担う「ひとづくり」を中心に、誰もが地域社会

で活躍できる「しごとづくり」、にぎわいがあり安心して暮らせる「まちづくり」をす

すめてきましたが、子育て施策などに一定の成果が見られる一方で、社会移動による

人口減少数※１を抑制することはできませんでした。

「第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略（以下「第２期戦略」という。）」で

は、こうした第１期戦略の取り組みを検証した上で、アンケートやワークショップな

どにより集めた町民の声を基に、効果的で実効ある取り組みに絞りました。また、自

然災害や新たな感染症が相次いで発生するなど社会情勢が著しく変化する今日にあっ

ては、地域が存続して発展していくためには、自律した経済を基盤とした力強いまち

と、変化に対応できるしなやかな人材をつくることが重要であるとの考え方を第２期

戦略に盛り込み、策定につなげました。

（２）第 1期琴浦町まち・ひと・しごと創生総合戦略の成果と課題

第１期戦略では、次の４項目を基本テーマとし、重点項目と数値目標を定めて取り

組みを行ってきました。

１ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

２ 安定した就労環境の整備と魅力あるしごとづくり

３ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

４ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

それぞれのテーマの数値目標に対する平成 30 年度までの達成状況は、次表のとおり

となっています。

第１期戦略の４年間の実績から目標達成が可能な項目をみると、「子どもを産み育

てやすいまち」、「新たな仕事にチャレンジできるまち」、「元気で暮らすことがで

きるまち」といった特徴が挙げられます。これらは、本町の強みと考えられます。

一方で、人口減少を抑制することは難しく、転出者は増えています。また、観光で

は、本町には様々な資源があるにも関わらず、観光客数が伸び悩んでいる現状が見ら

れます。

※1）社会移動による人口減少数

転入者数から転出者数を差し引いた数

-19-



2

〔第１期戦略における平成 30年度までの数値目標の達成状況〕

（３）人口推計と基本的な考え方

国の社会保障・人口問題研究所の推計によると、本町の人口減少は、前回 2015 年の

人口ビジョンより下振れしており、人口減対策が引き続き町の大きな課題です。

この問題に対し、本町では町全体でなく９つの地区ごとの人口ビジョンをつくり、

町民が手の届く範囲で自分たちのこととして地区単位でこの課題に向き合い、流出し

た人口を取り戻す対策「ことうら回帰１％戦略」を行います。

［ことうら回帰 1%戦略］
失われた地区の人口と町外に流出している所得のそれぞれ１％を地域内に取り戻すため、「ことうら回帰

１％戦略」を各地区で展開します。地区ごとに作成した将来の人口推計データに基づいて、地区住民の皆
さんと一緒に地域の課題と対策を考え、実行します。令和元年度は、古布庄地区でワークショップを行いまし
た。引き続き重点地区を設定して、取り組みをすすめます。

第２期戦略では、第１期のような町全体の人口目標は設けないこととしました。日

本全体の人口が減少する中、他の自治体と人口の奪い合い競争をするのではなく、人

口が減っても皆が幸せになる「持続可能なまち」を創ることが重要と考えるからです。

そのためには、将来の町を担う人材の育成が大きな目標となります。また、観光と

の連携によって地域外から適度な外貨を取り込むとともに、地域内経済の循環による

自律的な発展が不可欠です。また、行政の各分野でも「うまく小さくして質を高める」

ことが必要になります。

※2）合計特殊出生率

一人の女性が一生に産む子どもの数の平均値

項 目 目標値(R1 末) 実績(H30 時点) 達成見込

地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

婚活事業による成婚数 15 組 4 組

合計特殊出生率※2 1.71 1.73 ○

安定した就労環境の整備と魅力あるしごとづくり

農林水産業への新規就業者数 30 人 22 人 ○

起業創業件数 9件 8件 ○

ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

年間観光入込数 927,000 人 676,000 人

だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

社会移動による人口減少数 △200 人 △254 人

健康寿命の延伸数値 1.00 歳 0.92 歳 ○
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［うまく小さくして質を高める］
本町に 189 ある公共施設やインフラは、今後一斉に更新期を迎えます。施設の複合化や多機能化、民

間との連携などをすすめ、施設数は減っても公共施設がこれまで担ってきた機能はできる限り維持し、質を高
めていくことが必要です。

新しい地方創生戦略では、本町がこれまで取り組んできた特色を活かして５つのプ

ロジェクトに重点を置きます。

町の魅力を向上させ、町民が「住んでよかったと誇れるまち」、「帰って来たいと思

えるまち」、「町外からも住んでみたいと思われるまち」を創ることが、最も優れた人

口減の対策であると考えます。

16,258
15,085

10,660
7,892

16,538 15,548

11,791
9,297

16,547
15,632

12,578

10,550

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2015年2020年2025年2030年2035年 2040年2045年2050年2055年 2060年

琴浦町の人口推計

今回推計（2019年） 前回推計（2015年） 人口ビジョン（2015年）

2019年推計

2015 年推計

(人)

町全体

八橋 浦安 下郷

上郷 赤碕

成美

古布庄

安田 以西

【琴浦町では人口減対策について、地区ごとに作成した人口ビジョンを基に展開します】
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（４）策定のプロセス

本町は、町民が「住んでよかったと誇れるまち」、「帰って来たいと思えるまち」、

「町外からも住んでみたいと思われるまち」を創ることを目指します。そのために

は、観光・経済の充実や行政サービスの向上により、町の魅力を高めることが重要で

す。そこで、第２期戦略については、第１期戦略の検証結果と町民の意見に基づい

て、策定することとしました。

はじめに、第１期戦略の検証結果より本町が今後伸ばしていくべき項目、克服すべ

き項目として、次の５つの分野を設定しました。

１ 子育て・教育

２ 健康・活力

３ 経済・産業

４ 観光・交流

５ 関係・定着

次に、町民の意見を政策に反映させるために、アンケートと住民ワークショップ

「ことうら未来カフェ」を実施しました。

アンケートでは、無作為で選んだ町民 2,000 人に調査票を配布したところ、510 人の

方から回答があり、これから取り組むべき課題などのご意見をいただきました。

また、アンケートだけでは把握できない意見を聴くために、「ことうら未来カフェ」

を開催しました。高校生、大人、町外の方など２日間で延べ 140 名が参加し、本町の

未来について一緒に考え、話し合いを重ねました。これら住民同士の対話から生まれ

てきた言葉や想いを整理し、具体的な施策につなげました。

このほか、各分野における未来技術（労働生産性や生活の質の向上を図るための情

報通信技術、人工知能、ロボットといった新たな技術）の有効活用や SDGs の理念を盛

り込み、第２期戦略としました。

［未来カフェの意見］
第２期戦略策定にあたり、「町民と一緒に施策をつくりあげたい」との思いから、令和元年11月 16日と
24日の２日間にわたり、住民ワークショップ「ことうら未来カフェ」を開催しました。
未来カフェでは 10年後の琴浦町の理想の姿を描き、現状の課題と対策について話し合いをしました。そこ

から生まれてきた言葉を手がかりに、次の５年間で本町が取り組むべき内容について検討し、施策の形にしま
した。以降では、それぞれの取り組みの基になった又は参考とした意見を、次のように記載しています。

◆未来カフェの意見◆･･････それぞれの分野における具体的施策に掲載しています

この欄には、ことうら未来カフェ参加者の意見のうち、具体的な取り組みへとつなげることができた

主な意見を記載しています。
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［SDGs］
持続可能な開発目標：SDGs(Sustainable Development Goals）とは、2015 年 9月の国連サ

ミットで採択された 2030年までの国際目標であり、持続可能な世界を実現するための 17 のゴールと 169
のターゲットから構成されています。
SDGs は誰一人取り残さない社会の実現のために、様々な関係者がそれぞれの分野や立場を超えて、協

働して取り組むことを課題解決のアプローチとして考えています。このことは、地域の課題解決を地域全体とし
て自主的に取り組んでいく地方創生の考え方と共通しています。
第２期戦略では、取り組むべき施策が SDGs のどのゴールの達成に寄与しているのかを分かりやすく表示

するため、各分野の上段に 17 のゴールに対応するアイコンを記載しています。なお、17 のゴールそれぞれのア
イコンは裏表紙に掲載しています。

（５）計画期間

令和２年４月 1日から令和７年３月 31 日までの５年間とします。

（６）基本目標の設定と施策の推進・検証

本町における５年後の基本目標を定めます。この基本目標は、事業そのものの結果

（アウトプット）ではなく、その結果として町民にもたらされた便益（アウトカム）

に係る数値目標とし、この基本目標の実現に向けた基本的方向と具体的な施策を記載

し、施策の効果を客観的に検証できる指標（KPI;Key Performance Indicator）を定め

ます。

また、町長を本部長とする「琴浦町地方創生推進本部」において、施策の実効的推

進を図るとともに、産官学金労言士の有識者で構成された「琴浦町地方創生推進会

議」等で取り組み内容を検討し、改善する仕組み（PDCA サイクル）を確立します。

PDCA サイクル

Do
実施

Check
評価

Plan
計画

目標・指標・スケジュールを策定

計画にそって実施
Action
改善

改善策を検討

結果・達成度の評価・検証
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２ ５つの重点戦略

（１）戦略体系図

産業振興を図り、持続可能な地域経済の好循環を実現する
○町内企業への新規就職者数 1135 人（R2～R6 年の累計）

○農林水産業の新規就業者数 30 人（R2～R6 年度の累計）

①起業・創業の推進

②多様な働き方・雇用対策の推進

③琴浦ブランド化の推進と販路拡大

④地域内経済循環の促進

⑤農林水産業分野への未来技術活用と担い手、新規就業者の育成

経済

産業

観光

交流

人を地域の中に呼び込む観光を展開し、町産業全体の活性化に

つなげる
○観光入込客数 90 万人（R6 年末）

○観光分野における新規事業等での雇用創出数 10 人（R2～R6 年度の累計）

①道の駅を”核”として町内周遊を促進

②琴浦ブランドの再構築による情報発信の強化

③琴浦の恵みを活かした観光の展開

①新時代の健康づくり

②運動・食生活改善・社会参加の推進

健康

活力

全世代が活躍する健康寿命日本一のまちを目指す

○介護を要する期間 男性 0.5 年短縮 女性 0.5 年短縮

全世代が活躍する健康寿命日本一のまちを目指す

○介護を要する期間 男性 0.5 年短縮 女性 0.5 年短縮

全世代が活躍する健康寿命日本一のまちを目指す

○介護を要する期間 男性 0.5 年短縮 女性 0.5 年短縮

全世代が活躍する健康寿命日本一のまちを目指す

○介護を要する期間 男性 0.5 年短縮 女性 0.5 年短縮

①暮らし続けることができる地域づくり

②関係人口の創出・拡大

③移住・定住の促進

④SDGs の推進

⑤DX の推進

関係

定着

暮らし続けることができるまち、そして選ばれるまちをつくる
○人口社会減数 200 人以下（R2～R6 年の累計）

○IJＵターン者数 750 人 （R2～R6 年度の累計）

①妊娠・出産・子育てを支える環境づくり

②安心して働くための環境づくり

③「誰一人取り残さない」質の高い教育の実現

④ふるさとを誇りに思う教育の推進

⑤地域を支える人材の育成と環境整備

子育て

教育

安心して生み育てることができる環境を守り、ふるさとを誇りに

思う教育をすすめる

○合計特殊出生率 1.8（R1～R5 の平均値）

５つのプロジェクトによる持続可能な地域社会の実現
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（２）基本目標ごとの数値目標と具体的取り組み

《具体的な施策と重点業績評価指標(KPI）》
① 妊娠･出産・子育てを支える環境づくり
Ø 妊娠から産後までのきめ細やかな支援を充実させ、切れ目のないサポート体制を整

備します。

Ø 子育て世代包括支援センター『すくすく』に母子保健コーディネーターを配置し、

妊婦や子育て中の家族の多様な悩みや不安に対する支援を行います。

基本目標
【１】

【子育て・教育】
安心して生み育てることができる環境を守り、ふるさとを誇りに思う
教育をすすめる

本町の特色

○妊娠・出産、子育てに対する一人ひとりの希望に寄り添う子育て支援の取り組
みとして、町独自の保育料第２子以降無償化や第３子以降出産祝い金の
交付など多子世帯を全力で応援してきました。また、家庭での子育てを希望す
る世帯には経済支援を行い、自分らしい子育ての実現を支えています。

○手厚い保育士配置基準による質の高い保育の提供や子どもの居場所づくりの
確保に努め、安心して働くことのできる基盤をつくっています。

○小・中学校では地域に根ざした教育活動を推進しており、地域の人・自然・社
会・産業・歴史・文化等を活用して地域を知る、地域の良さに気づく、地域に
暮らす人々の生き方に学ぶ教育活動を行っています。特に、梨の栽培体験、
稲作体験、畜産業や養殖漁業の見学、大山乳業の工場見学など一次産業
の体験を教育に取り入れています。

○平成 30年には「とっとり琴浦熱中小学校」を中国地方で初めて開校し、大人
の学びを通じた地域人材の育成にも力を入れています。

数値目標
○合計特殊出生率（R1 から R5年までの平均値）
1.80 以上
※基準値 1.73（H29）

基本的方向

○手厚い子育て支援と特色ある教育により、「子育てするなら琴浦町、教育なら
ば琴浦町」と評価され、人が移り住みたくなるまちを目指します。

○ふるさと教育により、地域に対する誇りを育み、一度は町外に出ても町との関
係を持ち続け、いつか琴浦に帰ってくるひとづくりを行います。
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Ø 町保健センターを中心に、町内２箇所に設置している子育て支援センターや地区公

民館と連携し、妊婦や子育て中の家族が交流できる場を提供します。

【具体的な事業】

・特定不妊治療・人工授精に対する助成制度の整備

・子育て世代包括支援センターによる総合サポート体制の整備

・産後期における経済支援（乳幼児家庭保育事業）

・保健センター、地区公民館等における妊婦・産婦の交流拠点の設置

・母子健康管理システム導入による健診・相談体制の充実

◆未来カフェの意見◆

・経済的理由で産めない家庭がなくなればいい

・子育て世帯への訪問 ・相談窓口の一元化

・妊婦さんサークル創設 ・交流の場、機会を地域単位でつくる

② 安心して働くための環境づくり

Ø 保育料などの子育てに関する様々な経済的負担に対する軽減を図ります。

Ø ファミリーサポートセンターの役割や活動内容を啓発するとともに、子育て支援活

動を希望する町民に会員登録を推進します。また、支援の必要な家庭には、会員派

遣を行い、安心して働くことのできる環境を整えます。

Ø 放課後児童クラブの継続実施や地域の人材活用を図るなど、行政・民間・地域が連

携しながら家庭以外での子どもの居場所づくりを推進します。

【具体的な事業】

・保育料、副食費の軽減

・ファミリーサポートセンターの体制強化

・長期休業期間における児童クラブ事業の実施

・自治公民館を活用した子どもの居場所づくりの推進

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

育児に対する強いストレスや悩みを感じ

る人の割合
8.2％(R6) 11.8％(H30)

出生数（R1～R5 までの累計数） 575 人(R1～R5) 595 人(H25～H29)

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

この地域で子育てをしていきたい人の割

合
74.0％(R6) 68.9％(H30)

ファミリーサポートセンター提供会員登

録者の人数
80 人(R6) 69 人(R1)
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◆未来カフェの意見◆

・保育料を安く ・オムツ代無償化などの金銭的な支援

・子育てを卒業した人が、他人の子育てを支援するシステム ・定年した人が送迎するシステム

・公民館で学童保育 ・地域の中で子どもを育てる

③ 「誰一人取り残さない」質の高い教育の実現

Ø 誰一人取り残すことのない、個別最適化された学びの実現に向け、学校に ICT（情報

通信技術）環境を整備し、デジタル教科書等のデジタル教材を積極的に導入します。

Ø 国際社会で通用する人材の育成に向け、その基礎となる英語力向上に取り組みます。

Ø 個人ごとの特性、環境に応じた教育機会の確保に対する支援を行います。

Ø 進学のための経済的負担に対する支援を行います。

Ø 学校における業務削減と業務効率化を進め、教員の負担軽減を行うことで教育の質

の向上を図ります。

【具体的な事業】

・１人１台情報端末の整備

・デジタル教材、教育用システムの導入

・ALT(外国語指導助手)、英語指導支援員の配置

・実用英語技能検定に対する助成

・特別教育支援員の配置

・フリースクール※4授業料助成

・進学奨励金、通学費助成等による経済負担の軽減

・学校現場における働き方改革の推進

・AI 等デジタル技術を活用した教育の推進

※3）CEFR A1

外国語の学習者の習得状況を示すガイドラインのことで、A1 は実用英語技能検定 3級レベル

※4）フリースクール

不登校の子どもに対し、学習活動、教育相談、体験活動を行っている民間施設

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

教員が教科指導で ICT (情報端末、大型

提示装置、デジタル教科書)を日常的に活

用する割合

100％(R6) －

実用英語技能検定３級レベル

(CEFR A1※3)の中学３年生の割合
70％(R6) 56％(R1)
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◆未来カフェの意見◆

・一人一台PC整備 ・地域にいながら世界とつながるグローバルな視点をもたせる

・個々に沿った教育学習体制 ・教育支援員の充実

・不登校の子どもが学習できる環境ができる

・高校生の交通費支援 ・大学生への授業料補助

・全ての子どもに楽しいと実感できる学校 ・教師が楽しく働ける環境づくり

④ ふるさとを誇りに思う教育の推進

Ø 地域の自然、歴史、産業、人を教材とし、子どもたちが地域の一員として生まれ育っ

てきたふるさとを誇りに思うことができる教育に取り組みます。

Ø 斎尾廃寺跡や河本家住宅などの歴史ある史跡等を後世に残していくとともに、文

化・芸術振興を担う人材の育成に取り組みます。

【具体的な事業】

・コミュニティスクールの立上げによる地域とのつながりを構築

・地域人材を講師とする学習の実施

・ふるさとを誇りに思う教育の充実

（琴浦こども塾、鳥取中央育英高校との地域探求授業、鳥取大学連携など）

・環境学習の実施

・町内の歴史、文化、芸術の保全・振興に取り組む人材の育成

◆未来カフェの意見◆

・学校や園のやっている授業や活動に地域の意見が取り入れられる仕組み

・地域の中で子どもを育て、地域の人と笑顔であいさつができる関係づくり

・学校と地域をつなげるコーディネーター ・企業人、地域の人を先生に

・学校の授業で子どもがふるさとについて考える時間をつくる

・一度町外にでても琴浦に帰ってくるようにふるさとの良さを徹底的に刷り込む

※5）コミュニティスクール

学校だけでなく保護者や地域住民が一緒になって学校運営に関わる仕組み

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

１年間に１回以上地域行事に参加してい

る中学生の割合
60.0％(R6) 48.8％(R1)

コミュニティスクール※5の取り組み校数
町内すべての

小・中学校(R6)
－
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⑤ 地域を支える人材の育成と環境整備

Ø ふるさとを支え、地域を引っ張るリーダーをつくるため、町民がトップランナーと

関わり、新たな学びに触れる機会を創出します。

Ø まなびタウン、図書館では幅広い世代がより利用しやすく、気軽に集うことができ、

出会いと学びがある町民交流の拠点として施設の整備を図ります。

Ø 東伯総合公園の管理運営を行い、合宿施設の整備などスポーツ推進拠点として機能

向上を図ります。

【具体的な事業】

・未来人材育成塾への中学生派遣事業の実施

・熱中小学校事業に対する支援

・まなびタウン、図書館の改修整備

・民間資金を活用した東伯総合公園の再整備

◆未来カフェの意見◆

・トップランナーと関わる機会 ・大人の学びの充実

・図書館を集いの場に（カフェや談話ができる） ・屋内で子どもが集う（遊ぶ）場所の整備

・まなびタウンに大きな木育施設 ・まなびタウンのリニューアル

・まなびタウンの一画をカフェ、チャレンジショップに開放しては

・総合公園を芝生のワンダーランドに ・総合運動公園をもっと使いやすい場所へ

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

図書館本館の年間利用者数 60,000 人(R6) 46,000 人(H30)

東伯総合公園の年間利用者数 60,000 人(R6) 56,629 人(H30)
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《具体的な施策と重点業績評価指標(KPI）》
① 新時代の健康づくり
Ø 新たな視点と技術を活用して、個々に応じた健康に関するアプローチを展開します。

Ø 家庭・学校・職場といった地域全体での健康意識の醸成を図ります。

基本目標
【２】

【健康・活力】
全世代が活躍する健康寿命日本一のまちを目指す

本町の特色

○早期認知症および認知症予備群の発見、対象者への早期介入による認知
症予防に早くから取り組んでおり、全国の市町村が視察に訪れる認知症予防
先進地として全国的にも有名な町となっています。

○高齢者の社会参加を促し、いきいきと自活することを目指した高齢者サークル
の支援に取り組んでおり、約 100 近いサークルが元気に活動をしています。

○町内の運動環境を充実させるため、東伯総合体育館トレーニングルームの運
動機器の更新、コンディショニングコーディネーターの配置、体幹教室の開催な
どの取り組みを行っています。親子での教室参加など特に若年層の利用が大き
く増えており、幅広い世代で運動習慣の定着につながっています。

○これらの取り組みが、介護認定率の抑制につながっており、その結果、本町の
健康寿命は、男女平均して 4年間で約 1.2 歳の延伸を図ることができていま
す。

数値目標
○介護を要する期間（平均寿命－健康寿命）の短縮
男性 0.5 年短縮 女性 0.5 年短縮
※基準値 男性 2.1 年 女性 4.4 年（R1）

基本的方向

○地域や職場、家族を通じて健康増進への働きかけを推進し、年齢や暮らしに
あわせた健康づくりを展開します

○高齢になっても、一人ひとりが自らの力で生きがいを持って社会と関わり、心身
ともに充実した生活を送ることができるまちを目指します。

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

健康寿命の数値（男性） 78.72 歳(R6) 77.72 歳(R1)

健康寿命の数値（女性） 83.87 歳(R6) 82.87 歳(R1)

国保特定健診受診率 60.0％(R5) 37.9％(H30)
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【具体的な事業】

・AI（人工知能）を活用した自動応答による健康相談の実施

・健診結果をデータ化に基づく個人に応じた健康増進事業の実施

・健診受診率の向上の仕組みづくり

・鳥取県中部歯科医師会との連携による歯科保健事業

・健康経営の普及促進

◆未来カフェの意見◆

・ICT活用で健康管理 ・気軽に相談しやすい窓口 ・健康診断をもっと楽しく行きやすく

・歯の健康を子どもから大人まで ・従業員の健康に気を使う

② 運動・食生活改善・社会参加の推進

Ø どの世代においても気軽に自身の希望に応じた運動ができる環境を整備します。

Ø 琴浦町が誇る豊かな食文化に健康の視点を取り入れ、町民に提案・発信をします。

Ø 活力あふれる高齢者層が生きがいを持って社会参加できるよう支援します。

Ø 健康づくりに体験型・交流型の要素を取り入れ、健康と地域活性を融合させたグリ

ーンヘルスツーリズム※6事業を推進します。

【具体的な事業】

・トレーニングルームの充実（ニーズに対応した運動プログラムの開発）

・子ども向けのスポーツ教室の実施

・ウオーキング事業の推進

・ヘルシーメニューの開発・提供の実施

・活力あふれる高齢者層に対する活躍の場の提供

（しごとプラザ琴浦、シルバー人材センター・ボランティア団体との連携）

・介護予防サークルに対する支援及び参加促進

・グリーンヘルスツーリズム先進地との連携による事業展開の推進

※6) グリーンヘルスツーリズム

グリーン(環境)とヘルス(健康)とツーリズム(観光)を掛け合わせた新しいスタイルの旅行

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

運動習慣の定着割合 60.0％(R6) 46.1％(R1)

65 歳以上の地域での活動（月１回以上）

の参加率
50.0％(R5) 30.4%(H29)
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◆未来カフェの意見◆

・トレーニングルームに専門コースを ・トレーニングルームを子連れでも利用できる仕組みに

・子ども向けスポーツ教室（ハードルの低い、楽しむ運動） ・子どもが運動できる施設を

・ウオーキングのまちに ・TCCや町報で手軽に作れるヘルシーメニュー紹介

・高齢者が働ける仕組みづくり（イメージ・環境） ・シルバーパワーのプロ集団化

・アウトドアフィットネスの展開（自然と健康の癒合）
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基本目標
【３】

【経済・産業】
産業振興を図り、持続可能な地域経済の好循環を実現する

本町の特色

○商工業については、県内町村でトップの生産・出荷高ならびに事業所数を誇っ
ています。中でも生産高が多い産業は食料品であり、全国平均より圧倒的に
高く、強みのある分野といえます。

○平成 31 年には、地域住民や事業者の利便性向上及び利用者のニーズに対
応できるよう「しごとプラザ琴浦」を開所し、各種相談・職業紹介及び事業所
支援行い、雇用拡大に繋げてきました。

○市町村別農業産出額で県内 3位になるなど、農林水産業が盛んなまちでも
あり、産地発展のため、規模拡大を希望する事業者や各品目の振興策につ
いて支援を行ってきました。特に養殖漁業では、新たな企業を誘致し、「とっとり
琴浦グランサーモン」としてブランド化を推進しています。

○本町の農林水産業を背負う担い手の育成、新規就農者の確保のため、旧以
西小学校を農業研修生宿泊施設として整備するとともに、地域おこし協力隊
として農業研修生を受け入れるなど拡大に努めています。

数値目標

○町内企業就職者数（Ｒ2～Ｒ6年の累計）
1,135 人
※基準値 1,135 人（Ｈ27～Ｒ1年の累計）

○農林水産業の新規就業者数（Ｒ2～Ｒ6年度の累計）
30人
※基準値 34 人（Ｈ27～Ｒ1年度の累計）

基本的方向

○若者が魅力を感じる多様な就業の場の創出を支援するとともに、琴浦産品の
ブランド化による競争力を高め、産業の更なる発展を図ります。

○観光産業での地域外からの外貨獲得と町内での資金循環の両輪で取り組む
ことで地域経済の自律的な発展につなげます。

○情報社会における先進技術を積極的に活用し、農林水産業における省力化
と生産性の拡大を図るとともに、新規就業者への研修や経済的負担の軽減
策を充実させ、持続可能な農林水産業を目指します。
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《具体的な施策と重点業績評価指標(KPI）》
① 起業・創業の推進
Ø 起業・創業を目指す若者の経済的支援など新たな雇用の場の創出に取り組みます。

【具体的な事業】

・起業・創業に対する助成（IJU ターン起業支援補助金）

・空き家等を活用したチャレンジショップ支援

◆未来カフェの意見◆

・起業を気軽に相談できるところが身近にある

・店舗開業の手助け ・お店を開業したい人の把握とセミナーの実施

・器具のそろったチャレンジショップ ・ハンドメイドや展示、ワークショップができる地元の人の店

・空き店舗の有効活用で賑わい創出 ・空き家を古民家カフェや民宿にする

② 多様な働き方・雇用対策の推進

Ø 仕事と生活の選択機会を増やすため、ワーケーション※7、コワーキング※8といった

多様な働き方の支援に取り組みます。

Ø 雇用の確保と生活基盤の安定のため、しごとプラザ琴浦と連携して町内企業への就

職を推進します。

Ø 本町独自の奨学金返済支援制度を通じて、県内での就職・就業を促進するとともに

地域で活躍する人材の確保を図ります。

【具体的な事業】

・ワーケーション推進事業

・コワーキングスペースの整備

※7）ワーケーション

ワーク（仕事）とバケーション（休暇）を組み合わせた造語。リゾートなどの環境のよい場所で、

休暇を兼ねて遠隔で仕事を行う労働形態

※8）コワーキング

事務所、会議室、打ち合わせスペースを共有しながら、それぞれが独立した仕事を行う労働形態

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

新規起業件数の累計 10 件(R2～R6） 8 件(H27～R1)

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

ワーケーションのマッチング件数の累計 10 件(R2～R6) －

「しごとプラザ琴浦」利用による町民の

年間就職者数
270 人(R6) 221 人(R1)
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・とっとり暮らしワーキングホリデー※9事業支援

・琴浦企業ガイドブック活用の推進・雇用マッチングサイトの活用

・IJU ターン者に対する奨学金返済支援制度による町に不足する雇用の充足

◆未来カフェの意見◆

・仕事の見学やトライアルがしたい ・インターンシップ ・外部人材活用

・海辺のおしゃれなコワーキング ・Wi-Fi 環境を整備して町内で仕事場がしやすく

・ワーキングホリデーへの取り組み ・しごとプラザ琴浦の充実、活用

③ 琴浦ブランド化の推進と販路拡大

Ø 高品質を誇る芝、牛乳、和牛、新たな地域ブランドであるとっとり琴浦グランサー

モンをはじめとする本町の農畜水産物のブランド化支援により、高い付加価値によ

る競争力の向上と販路拡大に取り組みます。

【具体的な事業】

・とっとり琴浦グランサーモンフェスタの実施

・和牛の増頭支援

・養殖漁業拡大に対する支援

・企業同士のコラボ商品開発支援

・ブランド化、販売促進の取組に対する支援

・販路開拓に対する支援

◆未来カフェの意見◆

・グランサーモンをブランドとして定着 ・和牛を全国区に

・漁業にもっと力を入れ海資源の拡大（養魚事業に力を）

・大学連携による高付加価値研究の中心に

・店舗で売るのは限界がある、インターネットで売る工夫を

※9）とっとり暮らしワーキングホリデー

鳥取県外に住んでいる人が、鳥取の各地域に一定期間滞在し、地域イベントや地域住民との交流を通

して、田舎暮らしを体験する取り組み

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

主要品目の年間販売額（梨、ブロッコリ

ー、ミニトマト、白ネギ、繁殖和牛、酪

農、ギンザケ）

49 億円 (R6) 43.8 億円 (H30)

県外商談会でのことうら商品新規契約数

の累計
25 件(R2～R6) 5 件(R1)
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④ 地域内の経済循環の促進

Ø 住民への地元商店利用による消費拡大・販売促進に向けた啓発を行い、消費活性化

策に取り組みます。

Ø 「ことうら回帰１％戦略」町外へ資金が流出している部分の特定・分析を行い、地

域内で資金が循環する消費の仕組みをつくり、地域経済循環率の向上をすすめます。

【具体的な事業】

・地元での消費・販売拡大運動の推進

・地域経済循環調査（事業体調査・家計調査）による分析と対策

・エネルギーの地産地消の推進

・食の地産地消の推進

◆未来カフェの意見◆

・町内で買い物の精神運動をする「Buy Kotoura」 ・琴浦町の企業を紹介するイベント企画

・町内経済の把握 ・町内でお金を回す ・余った資源（電気など…）を活用する

・地産地消の推進 ・町特産品を中心に食べられる飲食店

⑤ 農林水産業分野への未来技術の活用と担い手、新規就業者の育成

Ø 農林水産業に AI（人工知能）・ICT（情報通信技術）といった先端技術を導入するこ

とで、営農技術の向上、生産量の拡大、作業の負担軽減を図り、新規就業者の確保に

つなげます。

Ø 農林水産業の魅力を発信するとともに、産地主体による就農支援体制、研修制度、

経済的負担軽減策により、新たな担い手の確保と育成に取り組みます。

※10）RESAS（リーサス）

経済産業省と内閣官房が提供する産業構造や人口動態などの地域経済分析システムのこと

※11）スマート農業

ロボット技術や情報通信技術を活用し、省力化・精密化や高品質生産の実現を推進する新しい農業

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

地域経済循環率(RESAS※10値) 80.0％(R6) 75.4％(H25)

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

スマート農業※11に新たに取り組む経営

体数の累計
5件(R2～R6) －

農業研修生宿泊施設宿泊者数の累計 14 人(R2～R6) 5 人(R1)

認定農業者数 170 人(R6) 178 人(R1)
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【具体的な事業】

・スマート農業・漁業の推進（通信拠点整備、栽培データを活用した営農等）

・農業イメージアップの促進

・意欲ある担い手に対する経済支援

・農業・漁業における研修制度による担い手確保

・退職後の就農者に対する農業研修の実施

・主力園芸品目の産地主体による就農支援体制の確立

◆未来カフェの意見◆

・AI を活用した農・漁業体制（3Kでない） ・身体労働を ICT によりサポート

・儲からないというマイナスイメージばかりある。「農業で儲かる、儲けている」話を取り上げる

・農業経費の支援 ・農家-就農希望者→コーディネータ・コンシェルジュという体制づくり

・第１次産業を学ぶことによって仕事への関心を深め、働いてみようという意欲を育てる

・退職後に農業をしてみたい ・大人が通う農業学校
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《具体的な施策と重点業績評価指標(KPI）》
① 道の駅を”核”として町内周遊を促進

※12）ミシュラン・グリーンガイド

フランスで発売される観光地を紹介するガイドブック（日本版）

基本目標
【４】

【観光・交流】
人を地域の中に呼び込む観光を展開し、町産業全体の活性化に
つなげる

本町の特色

○「食のるつぼ琴浦」をキーワードに「あご（飛魚）カツカレー」、「牛骨ラーメン」な
ど「食」を中心とした観光振興の充実を図ってきました。

○近年では新たなスポットとして「鳴り石の浜」が注目され、修学旅行の生徒や外
国人も立ち寄るまでの観光地となっています。

○町内の３施設（光の鏝絵、神﨑神社、塩谷定好写真記念館）が「ミシュラ
ン・グリーンガイド※12山陰Web版」への掲載、ご当地サーモン（とっとり琴浦グ
ランサーモン）の誕生、新たな国登録有形文化財に登録された古民家の民
泊施設の整備など新たな展開がすすんでいます。

○平成31年4月には「道の駅琴の浦」に新たなインターチェンジが開通し、観光
案内所とともに琴浦観光の玄関口としての機能強化を図っています。

数値目標

○観光入込客数
90万人（Ｒ６年実績）
※基準値 68 万 3千人（Ｒ1実績）

○観光分野における新規事業等での雇用創出数
10 人（Ｒ2～Ｒ6年度の累計）
※基準値なし

基本的方向

○稼ぐ観光により、訪問客の観光消費を拡大させ、地域外からの外貨を取り込
み、地域内に循環させることで、町産業全体の活性化につなげます。

○道の駅から他の観光拠点に人を誘導し、周遊・滞在に向けた取り組みを推進
することで、観光客を地域に呼び込み、交流人口の拡大を図ります。

○本町のブランド戦略を練り直し、内外にうち出すことで町民の地域への愛着や
誇りを生み出し、琴浦ブランドの認知度の向上を図ります。
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Ø まちの玄関口である「道の駅琴の浦」の観光拠点機能を充実させ、旅行客を町内の

誘導・周遊滞在へとつなげるためのプランづくりや移動に対する町内周遊ルートの

環境整備を行います。

Ø 「道の駅ポート赤碕」を産業振興拠点へと機能分担を行い、地域の元気を創る地域

センター型とする道の駅の環境整備を行います。

【具体的な事業】

・道の駅琴の浦、道の駅ポート赤碕の見直し

・観光客の人の流れをデータ分析により見える化し、再施策化を実施

・サイクリストの受入環境整備

◆未来カフェの意見◆

・道の駅にカフェをつくる ・２つの道の駅の役割を明確にし、琴浦らしい施設に

・道の駅の店舗構成の見直し ・町の特産を活かしたお食事処

・道の駅から周遊バスを出す。車を置いていろいろな体験めぐりをしてもらう

・観光できた人がどんなルートで来ているか調査 ・レンタサイクル

② 琴浦ブランドの再構築による情報発信の強化

Ø 「琴浦町といえば……」のブランドメッセージ※13を新たに作成し、琴浦ブランドの認

知拡大につなげます。

Ø SNS、メディア、観光大使、観光パンフレット等を活用し、全国に琴浦ブランドの情

報発信を展開します。

Ø 近年拡大傾向にある外国人旅行客対策を強化するため、広域圏での観光連携に取り

組み、空港、駅から観光拠点までの交通手段確保や Wi-Fi 環境の整備をすすめます。

【具体的事業】

・新たなロゴマークの制作による地域プロモーションの推進

・SNS、メディア、観光大使等を活用した観光情報の発信

・旬の琴浦 観光パンフレットの制作

※13）ブランドメッセージ

企業などが消費者に伝えたいブランドの「理念」や「ビジョン」

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

道の駅以外の観光拠点の年間入込客数 156,000 人(R6) 106,000 人(R1)

観光案内所の年間入込客数 52,000 人(R6) 27,000 人(R1)

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

観光ホームページの年間アクセス件数 300,000 件(R6) －
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・ミシュラングリーンガイド観光地ＰＲ推進

・観光スポットにおける Wi-Fi 整備

・鳥取県中部・西部圏域との広域観光連携

◆未来カフェの意見◆

・琴浦といえば○○! をつくる ・情報発信を地域おこし協力隊に「SNS」などで行う

・テレビ等のメディアを活用した広報 ・ウィキペディアの琴浦町に関する項目を増やす、充実させる

・観光ガイドマップの充実 ・観光スポットのWi-Fi 整備

・観光も広域連携 コナン館に行く前、行った後に琴浦スポットへ（食事も）

③ 琴浦の恵みを活かした観光の展開

Ø 旅行客の町内滞在時間を伸ばし、観光消費を拡大させるため、自然・歴史・文化を活

かした体験型観光プログラムの新規開発を行います。

Ø 自然体験型の観光を推進するため、大山隠岐国立公園内という好立地を活かした一

向平キャンプ場を新たな拠点として再整備します。

Ø 琴浦町に立ち寄ってもらうことを目的に、旬の琴浦グルメを活かした商品の新規開

発と磨き上げを行います。

【具体的な事業】

・自然を活かした観光イベントの充実

・体験型観光プログラムの開発

・古民家を活用した農家民泊の推進

・斎尾廃寺跡の整備と活用

・河本家住宅の保全と活用

・町内の歴史、文化、芸術の保全と活用

・一向平キャンプ場のリニューアル

・旬の琴浦グルメを巡るツアーの開催

・旬の琴浦グルメ開発フードコーディネーター活用

◆未来カフェの意見◆

・海や山などの自然を活かしたイベント ・職業体験ツアー（練り物、漁業、乳製品）

・宿泊＋αの民泊 ・空き家をゲストハウスに ・短期滞在体験ツアー（お試し住宅）

・斎尾廃寺跡は日本でも重要な文化遺産なのにまったく活かされていないのでどうにかしてほしい

・一向平でグランピング ・食と観光がドッキングするような連携型観光

・季節にあった地元食材を使ったメニュー開発

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

体験型観光プログラムの新規開発件数の

累計
10 件(R2～R6) －

一向平キャンプ場の年間利用件数 842 件(R6) 442 件(R1)
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基本目標
【５】

【関係・定着】
暮らし続けることができるまち、そして選ばれるまちをつくる

本町の特色

○町内では地域活性化団体が数多く活動しており、このうち 24 団体が連携し
て、中間組織にあたる琴浦まちづくりネットワークを設立しています。また、小学
校の統合を契機に、町内３地区で地域協議会が立ち上がるなど、地域の課
題を自分たちで解決しようという住民の意識が高まっています。

○地域の交通に関しては、ドライバー不足により交通事業者が規模縮小する
中、平成 31 年には県内初となった運送事業者による地域交通への異業種
参入や、町商工会による助け合い交通の取り組みが実施されるなど「まちづく
り」に対する町内事業者との連携もすすんでいます。

○関係人口の基盤となる「ふるさと納税」については、県内５位（令和元年 12
月末）の納税額となっており、質の高い農畜水産物を武器に近年、非常に高
い伸び率を誇っています。

○一方、人口については、進学先、就職先の選択肢が都市部と比較して少ない
ため、特に10代後半から20代の若者の町外への転出が継続しています。毎
年一定数の IJU ターン者があるものの、転出超過を解消することはできていな
い状況です。

数値目標

○人口社会減の人数（R2～R6 年の累計） 200人以下
※基準値 307人（H27～R1年の累計）

○IJU ターン者の人数（R2～R6年度の累計） 750人
※基準値 703人（H26～H30年度の累計）

基本的方向

○誰もが住み慣れた地域で安心して自分らしい暮らしが実現できるように、地域
の特性を活かした主体的なまちづくりを推進します。

○本町と縁を結び、多様な形で町と継続的に関わる人の創出・拡大に取り組
み、まちづくりを担う人材確保と将来的な移住へとつなげます。

○ライフイベントに合わせた IJU ターンに対する支援を継続しつつ、特に進学・就
職で県外に出た若者に対する U ターン施策に積極的に取り組みます。

○脱炭素（グリーントランスフォーメーション（ＧＸ））やごみの減量、リサイクル
等を推進することで、住み続けられる環境のまちづくりへとつなげるとともに、
SDGs の目標達成を目指します。

○今後、人口減少に伴う生産人口の減少が見込まれます。限られた人的、物
的資源を活用し、持続可能なまちを形成していくために DX は不可欠であり、
様々な場面での活用を目指します。
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《具体的な施策と重点業績評価指標(KPI）》

① 暮らし続けることのできる地域づくり

Ø 町全体ではなく地区ごとの人口ビジョンをつくり、町民が手の届く範囲で自分たち

のこととして、地区単位での人口減少に立ち向かうため、「ことうら回帰１％戦略」

 （人口の１％と町外に流出している支出の１％を取り戻す）をすすめます。

Ø 公民館と地域運営組織との連携を強化し、地域における様々な課題を住民が主体的

に解決する体制づくりを支援します。

Ø 免許を持たない人や高齢等により自家用車の運転ができなくなった人でも、日常生

活に必要な移動が可能となるよう、現在の公共交通体系の見直しをすすめるととも

に、地域内での助け合い交通の仕組みづくりを支援します。

【具体的な事業】

・各地区での人口ビジョンワークショップの実施

・各地区における地域課題解決のための体制づくりの支援

・地域づくり事業補助金の整備

・公共交通体系の再編（アプリ・AI 活用、キャッシュレス決済の導入等による MaaS）

・住民ドライバーを活用した地域交通の実証実験

・助け合い交通に対する支援

◆未来カフェの意見◆

・地域力の復活 ・公民館は住民が運営できる場に

・高齢者のお買い物！自分でショッピングを楽しめるように

・100円バスのさらなる工夫、公共交通の改善

・困っている人の課題解決のためにできることで集まって動いてみる（車のシェア、みんなで買い物）

② 関係人口の創出・拡大
Ø ふるさと納税との連携を強化し、関係人口の受け皿となるふるさと住民票※14を発行

します。

Ø ふるさと住民との交流会を通じて外からの意見を政策に取り入れ、町外の住人と町

の新たな関わり方を構築します。

※14）ふるさと住民票

まちにゆかりのある人など住民以外の人が、気軽に地域と関われるようにする地域活性化の取り組

みで、登録すると広報紙やイベント情報の送付など、一部の住民サービスを受けることができる制度

※15）MaaS

Mobility as a Service の略。マイカーと同等もしくはそれ以上の利便性を持つ、タイプや運営事業

者の異なる様々な交通手段をひとつのサービス上に統合し、より便利な移動を実現する仕組み。

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

地域で新たに課題解決に取り組んだ件数

の累計
9件(R2～R6) －

共助交通に取り組む団体数の累計 3件(R2～R6) －
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Ø ふるさと納税のリピーター獲得に取り組み、地域外・都市部の住人に本町の産品の

ファンになってもらい、継続的な関与につなげます。

【具体的な事業】

・ふるさと住民票

・ふるさと住民との県外意見交換会

・ワーケーション推進事業（再掲）

・ふるさと納税の推進

・企業版ふるさと納税の推進

◆未来カフェの意見◆

・関西圏との連携

・町内の若者と都会の若者をつなげる

・特産品を送り、琴浦町をPRしてもらう

③ 移住・定住の促進

Ø ホームページや広報紙などを活用した情報発信を積極的に行い、本町のイメージア

ップや町への関心を喚起することで、移住検討者の IJU ターンの意欲を高めます。

Ø 相談体制の整備、空き家の活用など IJU ターン者への各種支援策を整備します。

Ø 本町独自の奨学金返済支援制度を整備し、特に進学・就職で県外に出た若者のＵタ

ーンを促進します。

【具体的な事業】

・ふるさと住民への情報発信

・ふるさと鳥取応援アプリの活用

・移住定住アドバイザーの設置

・移住定住に関する各種助成制度の整備

・空き家ナビの運営

・お試し住宅の活用

・IJU ターン者に対する奨学金返済支援制度（再掲）

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

ふるさと住民票の登録者数 250 人(R2～R6) －

ふるさと納税額 5.0 億円(R6) 3.8 億円(R1)

企業版ふるさと納税の企業数 5件(R2～R6) －

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

空き家を活用した IJU ターン者数 35 人(R2～R6) 22 人(H26～H30)

IJU ターン者に対する奨学金返済支援制

度の利用者数の累計
50 人(R2～R6) －
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◆未来カフェの意見◆

・Ｕターンに向けて、仕事と楽しみの情報発信 ・やっぱり移住定住、外から人を呼んでくる

・IJUターンによる起業を支援

・Uターンしやすい環境、集まる地域を作る ・空き家のリフォーム支援

・地元で就職した場合の支援 ・大学生への奨学金支援制度（県の上乗せ）

④ SDGs の促進

Ø 環境をはじめとして、SDGs の 17 のゴールに関する取り組みを推進することで、持

続可能な、住みつづけられるまちづくりを目指します。

Ø 再生可能エネルギーの活用など、グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）※16の

推進による脱炭素化社会の実現を目指します。

Ø 適切なごみの分別と５Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル・リフューズ・リペ

ア）、サーキュラーエコノミー※17の推進によりごみの減量・再資源化に繋げる。

【具体的な事業】

・再生可能エネルギーの活用

・軟質プラスチックなどプラスチック類の分別収集・処理体制の整備

・５Ｒ、サーキュラーエコノミー推進によるごみの減量・再資源化体制の整備

・適切なごみの分別と収集・処理体制の整備

・森林、河川、海岸等地域環境の保全

・脱炭素先行地域に向けた取組の推進

※16）グリーントランスフォーメーション（GX)

地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量削減を実現するため、環境に配慮した先端技術を用い

て、産業構造を変革する取り組み（カーボンニュートラル・再生可能エネルギー・ZEH・ZEB・EV 等）

※17）サーキュラーエコノミー

これまで消費・廃棄されていた製品や原材料を、資源として活用・循環させるシステム。製造段階か

らリサイクルしやすい設計にするなど廃棄物を最小限に抑える（出さない）取り組み

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

補助金を活用した家庭用太陽光発電設備

の導入件数
15 件(R4～R6) 3 件(R3)

家庭ごみの排出量 2,904,169kg(R6) 3,057,020kg(R3)
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⑤ デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

Ø デジタルの力を活用し、社会課題解決や魅力向上の取組の深化・加速化を図るとと

もに、必要なデジタル実装の条件整備の取組を推進することで、持続可能な住みつ

づけられるまちづくりを目指します。

Ø オープンデータの活用、行政情報の見える化、ＡＩ・マイナンバーカードの活用な

ど、ＤＸの推進による住民サービスの向上、行政事務の効率化を目指します。

【具体的な事業】

・オンライン（電子）申請、オンライン相談・意見集約体制の整備

・アプリ等を活用した各種ポイントプログラム、デジタル地域通貨の導入

・要介護認定、健康指導等へのＡＩ技術の活用

・スマートメーター（上下水道）の導入

・上水道施設の運転監視業務の効率化に向けた中央監視装置の導入

・デジタル技術を活用した、議会・行政情報の提供体制の整備

・書かない窓口、キャッシュレス納税等行政事務におけるデジタル基盤の整備

・公共施設のオンライン予約、スマート管理体制の整備

・母子健康管理システム導入等デジタル体制健診の整備（再掲）

・AI 等デジタル技術を活用した教育の推進（再掲）

・スマート農業・漁業の推進（再掲）

・アプリ・AI・キャッシュレス決済の導入等による地域交通再編（再掲）

・脱炭素先行地域に向けた取組の推進（再掲）

重点業績評価指標（KPI） 目標値 基準値

転入時における窓口滞在時間 2.0 時間(R6) 2.5 時間(R5)

WEB 問診・アンケートの利用率 50％(R6) 0％(R4)
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2015 年 9 月の国連サミットで採択された 2030 年までの持続可能な
世界を実現するための 17 のゴールから構成された国際目標
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あなたのスマホやPCから
時間,場所を問わず参加可能
住民と町の対話やワークショップへ
の参加が難しいあなたも、オンライ
ンで簡単に参加できます。

あなたの、そして、多様な
住民の“思い“が見える
あなたのアイデアはみんなに共有さ
れます（匿名可）。みんなのアイデ
アが積み重なります。

あなたが琴浦町の
まちづくりに参画できる

特徴１ 特徴２ 特徴３

アイデアの募集だけはでなく、具体
的な政策の内容についても、対話を
通して共創する機会をつくります。

① QRコード読み取り後※

アンケート画面に遷移する。
② 選択肢ごとに、回答をタップしたり

自由記述に入力したり、回答してください。
③ 全ての回答を終えたら
「アンケートを送信する」をタップ。

ステップ１ まずはアンケートに回答しよう

ステップ２ アイデアを投稿しよう

①ホーム画面の左下にある
「メニュー」をタップする。

②回答したいテーマを
選択して、タップする。

③あなたのアイデアを共有！
右下のペンマークをタップする。

④あなたのアイデアを記入・送信！
画像や位置情報も添付できます。

※アイデア投稿は、次のリンクから実施できます。URL：https://kotoura-town.liqlid.jp
※ご利用されているブラウザや端末によって見え方が異なる場合があります。

琴浦町では、「住民参加型オンライン合意形成プラットフォーム」を活用して、デジタル技術を
活用した“誰もが参画できるまちづくり” を推進し、地域の課題解決と活性化を目指します。

この仕組みを導入することでスマートフォンなどから時間や場所を選ばず、誰でも意見やアイデ
アを町に届けることができるようになります。

町民参加型オンライン合意形成プラットフォーム

リクリッドとは？

今回の
アイデア募集
テーマは・・

琴浦町の子育て支援 について

琴浦町子育て応援課（テーマについて）

電話 0858-52-1708琴浦町企画政策課（町民参加型合意形成プラットフォームについて）
電話 0858-52-1709

https://liqlid.jp/2024misyugakuji

※QRコードを読み取れない方は以下のURLをブラウザに入力
URL：https://liqlid.jp/2024misyugakuji
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あなたのスマホやPCから
時間,場所を問わず参加可能
住民と町の対話やワークショップへ
の参加が難しいあなたも、オンライ
ンで簡単に参加できます。

あなたの、そして、多様な
住民の“思い“が見える
あなたのアイデアはみんなに共有さ
れます（匿名可）。みんなのアイデ
アが積み重なります。

あなたが琴浦町の
まちづくりに参画できる

特徴１ 特徴２ 特徴３

アイデアの募集だけはでなく、具体
的な政策の内容についても、対話を
通して共創する機会をつくります。

① QRコード読み取り後※

アンケート画面に遷移する。
② 選択肢ごとに、回答をタップしたり

自由記述に入力したり、回答してください。
③ 全ての回答を終えたら
「アンケートを送信する」をタップ。

ステップ１ まずはアンケートに回答しよう

ステップ２ アイデアを投稿しよう

①ホーム画面の左下にある
「メニュー」をタップする。

②回答したいテーマを
選択して、タップする。

③あなたのアイデアを共有！
右下のペンマークをタップする。

④あなたのアイデアを記入・送信！
画像や位置情報も添付できます。

※アイデア投稿は、次のリンクから実施できます。URL：https://kotoura-town.liqlid.jp
※ご利用されているブラウザや端末によって見え方が異なる場合があります。

※QRコードを読み取れない方は以下のURLをブラウザに入力
URL：http://liqlid.jp/2024shougakusei

琴浦町では、「住民参加型オンライン合意形成プラットフォーム」を活用して、デジタル技術を
活用した“誰もが参画できるまちづくり” を推進し、地域の課題解決と活性化を目指します。

この仕組みを導入することでスマートフォンなどから時間や場所を選ばず、誰でも意見やアイデ
アを町に届けることができるようになります。

町民参加型オンライン合意形成プラットフォーム

リクリッドとは？

http://liqlid.jp/2024shougakusei

今回の
アイデア募集
テーマは・・

琴浦町の子育て支援 について

琴浦町子育て応援課（テーマについて）

電話 0858-52-1708琴浦町企画政策課（町民参加型合意形成プラットフォームについて）
電話 0858-52-1709-50-



地
方
創
生

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月

ス
テ
ッ
プ

パ
ブ
コ
メ

Ｗ
Ｓ

Li
ql
id

（
こ
ど
も
）

Li
ql
id

（
こ
ど
も
以
外
）

庁
内

本
部
会
議

推
進
会
議

(委
員
会
)

分
析

　
ア
ン
ケ
ー
ト

・
プ
ラ
ン
の
テ
ー
マ
（
柱
）

プ
ラ
ン
の
内
容
（
具
体
的
施
策
）

策
定

完
了

テ
ー
マ

プ
ラ
ン
案

策
定

方
針
案

の
策
定

パ
ブ
コ

メ プ
ラ
ン

案

（
庁
内
Ｐ
Ｔ
）

Ｗ
Ｓ
①

Ｗ
Ｓ
②
③

施
策
・
具
体
例

テ
ー
マ

（
柱
）

研 修
研 修

動 画

 
フ
ォ
ロ
ー

 
 
〔
例
〕
議
論
や
投
票

こ
ど
も
意
見

地
方
創
生

-51-


